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序

浅柄遺跡は出雲市の西南部である知井宮町と芦渡町にまたがる遺跡で、これまで

本格的な発掘調査が行なわれていなかった地域でした。

このたび、西出雲駅南土地区画整理事業に伴う浅柄遺跡発掘調査を実施した結果、

古墳時代後期を中心とする土器などの遣物が出土したほか、多くの建物跡や土坑、

溝などの遺構も検出され、この地域における人々の暮らしをうかがい知る貴重な資

料を得ることができました。また、市内では出土例の少ない縄文時代から弥生時代

前期の遣物も検出し、貴重な発見となりました。

これらの成果が、郷土の歴史をひもとく鍵として、広く活用されることを期待す

るとともに、発掘調査及び本書を発行するにあたり、ご指導ご協力賜りました関係

者の皆様に心からお礼申し上げます。

平成12年（2000）3月

出雲市教育委員会

教育長　多　久　　　博



例 言

上　本書は、出雲市西出雲駅南土地区画整理組合より委託を受けて、出雲市教育委員会が、平成10ell

年度に実施した、西出雲駅南土地区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2．発掘地は次のとおりである。

調査区I区　　　　出雲市知井宮町1089ほか

調査区ⅡE eW区　出雲市芦渡町1093はか

3．発掘調査は平成10年5月26日に着手し、平成12年7月23日に終了した。

4。調査組織は次のとおりである。

調査主体　出雲市教育委員会

○平成10年度

事　務　局　　後藤政司（文化振興課長）

調査　指導　　田中義昭（島根大学法文学部教授）

守岡正司（島根県教育庁文化財課主事）

調　査　員　　藤永照隆（文化振興課主事）

園山　薫（文化振興課嘱託員）

調査補助員　　石橋弥生、今岡司郎、杉原加奈、伊藤めぐみ（文化振興課臨時職員）

○平成11年度

事　務　局　　大田　茂（文化振興課長）

調査　指導　　田中義昭（元島根大学法文学部教授）

椿　真治（島根県教育庁文化財課主事）

調　査　員　　園山　薫（文化振興課嘱託員）

調査補助員　　今岡司郎、竹田章乃、佐々木紀明（文化振興課臨時職員）

5．発掘調査及び整理作業e浄写については、以下の方々の協力を得た。

発掘　作業　　吾郷　栄、吾郷要子、安食　勉、石飛富美江、板倉セツ子、今岡美恵子、

奥田広信、片山　修、岸　邦夫、佐野静子、坂根幸子、坂本トミ子、

周藤俊也、高根正春、高根常代、滝　彩子、長島節子、柳楽光隆、原　郁子、

藤原一男、富田　勉、吉田　栄、吉田黄俊、米山清司、渡連真二、

遣物整理作業　　飯囲陽子、永田節子、吹野初子、三成留美

6．本書で使用した遺構略号は、次のとおりである。

SI（竪穴建物跡）　　SB（掘立柱建物跡）　　S E（井戸）　　SD（溝状遺構）

SK（土坑）　　SX（性格不明遺構）　　P（柱穴）　　Gr（グリッド）

7．本書で使用した方位は、国土調査法による第III座標系の軸方位である。

8．本書の執筆、写真撮影、編集は園山が行なった。

9．本遺跡の出土遺物及び実測図。写真は出雲市教育委員会において保管している。
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第　聾　位置歴環境

浅柄遺跡は、出雲平野の西南部、知井宮町から芦渡町にかけて所在する。神戸川左岸の平野が南山

の丘陵部へ続く、低地であるが、平野の西には神西湖が広がる。神戸川左岸地域は、その沖積作用に

よる微高地上に弥生時代中期から、古志本郷遺跡e知井宮多聞院遺跡◎田畑遺跡などの集落が形成さ

れてきた。本遺跡は、旧自然堤防の後背湿地にあたり、南の丘陵地から流れる保持石川が平野へ進む

出口にあたり、その後の沖積作用により、弥生時代にはすでに生活できる環境にあったと考えられる。

縄文時代の遺跡としては、大社町の菱根遺跡や原山遺跡、浜山の上長浜貝塚、湖陵町の御領田遺跡

や三部竹崎遺跡、神戸川右岸の三田谷I遺跡などが知られている。いずれも「神門の水海」と呼ばれ

た潟湖の周辺部に立地している。平野の中心部では矢野遺跡、善行寺遺跡、蔵小路西遺跡で後◎晩期

の遺構e遺物が検出されている。縄文時代後◎晩期の遺跡からは弥生時代前期の遺物も出土してお
嗜

り、これらの遺跡が連続していたことが窺える。

弥生時代中期以降、平野部の集落は急速に発展し、天神遺跡◎古志本郷遺跡◎下古志遺跡などの多

重環濠を巡らす拠点集落の出現を見る。後期に至って、西谷の四隅突出型墳墓群を造営する程の発展

を見せるが、終末期から古墳時代初頭にかけてほとんどの集落は終息してしまう。

古墳時代に入ると、北山南麓に大寺古墳、神西湖東側には筒型銅器などを出土する前期古墳の山地

古墳が築かれている。古墳時代前期の出雲平野中心部は空白期であり、縁辺部でわずかに遺構が確認

されるのみである。中◎後期になると、平野部の集落も徐々に再興していく。今市大念寺古墳◎上塩

冶築山古墳などの大型古墳が多く築かれるようになり、終末期には上塩冶横穴墓群に代表される出雲

特有の横穴墓が発達する。

すぐ西の低丘陵には間谷古墳◎浅柄古墳◎浅柄南古墳などが点在している。また、南の低丘陵には

深田谷横穴墓群があり、約1km北西には神門横穴墓群、約1km東には地蔵堂横穴墓群などが築か

れている。

奈良時代になると、神門寺境内廃寺などの古代寺院が建立されるとともに、光明寺3号墓◎小坂古

墳の石樽などの初期火葬墓が見られ、仏教文化の浸透が窺える。また、近年古志本郷遺跡で神門の郡

家跡と比定される建物群が発見され、律令時代の行政区画を知るてががりとなった。

本遺跡の0。5km東の小丘陵には中世の館跡がある。保知石谷には、保知石氏の居城としての高城

があるほか、比布知神社や智伊神社の小丘陵が城館として配置されている。中世の城館跡としては他

に、半分城、大井谷城、浄土寺山城、鳶力巣城などがあり、蔵小路西遺跡では朝山氏の居館と思われ

る館跡が発見されている。

南の低丘陵には、近世後期の高殿たたら跡である神谷たたら跡がある。本遺跡周辺は現在、水田と

して利用されている。
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第2華　調査◎経緯

平成7年8月29日付で、出雲市西出雲駅南土地区画整理組合より、西出雲駅南土地区画整理事業

予定地内における、埋蔵文化財試掘調査の依頼があり、平成7年10月25日から11月2日にかけて、

事業予定地内に48カ所のトレンチを設定し、試掘調査を実施した。その結果、事業予定地内の西南

地区に新たな遺跡の存在が確認されたため、出雲市西出雲駅南土地区画整理組合と出雲市教育委員会

で協議を重ね、医大前インタ一線部分（約1，100汀f）をI区、区画整理道路部分（約800r迂）をⅡ

区として平成10年度より調査するということで合意に至った。Ⅱ区は既成道路によって、東西に分

断されているため、さらに2分割し、東部分をⅡE区、西部分をⅡW区とし、ⅡW区は平成11年度

に調査することで合意した。平成10年4月1日付けで、出雲市西出雲駅南土地区画整理組合より、

埋蔵文化財発掘調査の委託を受け、平成10年5月26日から調査を開始した。I区は平成10年10月
嘩

30日に調査を終了し、ⅡE区は平成10年11月1日から平成10年3月16日まで調査した。ⅡW区の

調査は平成11年4月12日より開始し、平成11年7月23日に終了した。これにより、浅柄遺跡の発

掘調査はすべて終了し、島根県教育委員会との協議の上で、工事着手の運びとなった。
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第2図　浅柄遺跡調査区配置図（S＝1：2000）
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第3葺　調査の概要

本遺跡は、出雲市の西南部である知井宮町と芦渡町にまたがる遺跡である。平成7年度の西出雲駅

南土地区画整理事業予定地内の試掘調査において新たに発見された遺跡である。調査地は医大イン

ター線部分と区画道路部分の2カ所あり、便宜上、医大インタ一線部分をI区、区画道路部分をⅡ区

とし、さらにⅡ区をⅡE区とⅡW区に分けて調査した。以下、年度ごとに調査の経過と各調査区の概

要を述べる。

平成．摘年度

平成10年5月26日に調査地の北側であるI区から調査を開始した。重機で表土を掘削後、包含層

を掘り下げながら、遺構の検出に努めた。この包含層は粘質土で水に濡れるとぬかるみ、乾燥すると

カチカチに固くなるという土で、掘り下げるのに難渋した。包含層からは土師器の破片を中心に古墳

時代後期から終末期の遣物が多く出土した。地山も粘質土で精査が難しく、数時間で変色するため、

遺構検出に苦慮した。これは調査地全体に共通し、調査を難行させる原因の一つともなった。

Ⅲ区はI区の南約60mに位置し、ほぼ東西に平行する調査区である。東側のⅡE区を日月1日に

着手した。11月14日には小中学生を対象にした発掘体験を実施し、合わせて調査の終了したI区の

説明を行なった。11月22日には「古代出雲王国祭り」の一貫として約150人の方々に発掘体験をし

ていただいた。地山はI区よりややシルト質な粘質土で遺構検出に苦慮したが、I区にまして遣物の

出土量は多くなった。北壁セクションのトレンチ調査から古墳時代の遺構面の下に弥生時代の遺構面

があることが判り、平成11年2月中旬からは第2面での調査にかかり、3月16日に終了した。I区

では調査区を南北に走る古墳時代後期から終末期の溝（SDO2）のほか、溝状遺構、掘立柱建物跡

3棟、井戸1基、土坑を検出した。また、古墳時代前半期の土坑1基を検出した。ⅡE区では古墳時

代前期から中期の竪穴式住居跡1棟、同時期の土坑e溝等を検出し、古墳時代後期から終末期の遺構

として、土坑3基e土器溜りを検出した。奈良◎平安期の遺構として、土坑2基、溝1本、中世以降

と思われる掘立柱建物跡2棟、近世の大溝を検出した。また、時期不明のピット多数を検出した。第

2面では弥生時代の遺構として、土坑と溝状遺構を検出した。

平成醐年度

平成11年4月12日にⅡE区の続きであるⅡW区の調査に着手した。土層の堆積状況及び地山の状

態はIIE区と同様であった。遺構面は2両あり、第1面で古墳時代後期から終末期の遺構として、掘

立柱建物跡8棟、竪穴式住居跡1棟、士坑4基。土器溜り、溝状遺構4本と不明遺構（SXO2）を

検出した。古墳時代前期の遺構として、不明遺構（SXOl）、を検出した。SXOlは調査区の東端

に位置し、ⅡE区の西半分にある同時期の遺構と合わせ、この範囲が古墳時代前◎中期の中心と思わ

れる。第1面と第2面の間に灰色粘質土が帯状に堆積しており、水田層の可能性が考えられたが、畦

畔等は検出できなかった。第2面では4G rと14G r以東で、弥生時代の溝4本と土坑1基を検出

した。東端で検出した大溝（S D13）とその下層の土坑からは縄文時代後期末から晩期の土器片が

出土している。第2面では他に遺構は確認されず、平成11年7月23日に調査を終了した。
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第磯聾　調恋の結果

第瑠節　亘匿の調査

調査区の概要　《第別離

南北約20mx東西約53mの調査範囲で、今回の浅柄遺跡発掘調査では北側に位置している。検出

された遺構はおもに古墳時代後期から終末期のものと考えられるが、面積当たりの検出数はⅡE◎W

区に比べて少ない。掘立柱建物跡が3棟、井戸が1基、溝状の土坑を3基、土坑が2基、不明土坑が

1、溝を3本、浅い落ち込み状部分を2カ所検出した。その他性格不明の溝状遺構やピットを検出し

た。試掘時においても調査区の西側半分では遣物◎遺構が多く見られたが、東側半分では少なく、I

区より北と東では検出されなかったことから、I区は本遺跡の北東辺部に当たるものと考えられる。

1◎　2層は現代の耕作土である。S DOl◎　SXOlは3A層に掘り込まれている現代の遺構である。

3A◎B層は粘性が強く粒子が細かな粘質土で、古墳時代後期から終末期の遣物を中心に出土する包

含層である。3A◎　3B層はいずれも10～15cm堆積している。3B層は調査区の中央である3～6

G rにかけてと、9　◎10G r以東で浅い落ち込み状になっており、深いところで20cmに至る。3

A◎B層を掘り下げたオリーヴ灰色粘質土上面で、古墳時代後期から終末期にかけての遺構を検出し

た。S BOl～03、S KO3◎06◎07、SDO2e O3◎07～09、S EOlなど古墳時代の遺構はこの

面で検出している。このオリーヴ灰色粘質土（東e西壁土層図における5層）はⅡE区の6層（灰色

シルト質粘質土）、ⅡW区の6層（暗灰黄色シルト質粘質土）に相当すると考えられる。いずれも古

墳時代の遺構が掘り込まれる層である。

オリーヴ灰色粘質土上面の標高は西側で4。1m、東側で3。9mを測る。調査前の耕作面の標高が西

側で4。47m、東側で4。40mを測り、同様に東へ向かって下って入る。この古墳時代の遺構面と現代

の地表面が、同様の傾斜をもつことは興味深い。

S臣亀Ll：〔婁嵩苛隈丑

調査区の南西隅であるDI G rで検出した、掘立柱建物跡である。ピット径20cm後、深さ7～

24cmの小柱穴で、柱間1。45～1．55mを測る。平面上で6穴を検出し、西壁セクション内で北西隅

の1穴を確認したことから、調査区の西へ続く　と考えられる。総柱の柱穴配置を呈し、2間（3

m）×2間（3m）以上の規模になると推定される。南北ラインを軸とした場合、N－50－Wを指

向する。

遣物はほとんどなく、時期の特定は難しいが、層序から古墳後期に入るものと考えられる。

S B－し：む誓　亡き．菩S囲う

D4G rに位置し、S D02に接して検出された掘立柱建物跡で、6穴を確認した。対応する北

側e北東側の柱穴を欠いている。いずれも小柱穴で、径30cm前後深さ10～20cmを測る。柱間0。8
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第5図　工区遺構配置図（S＝1：180）
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1A．耕作土
1B．黄灰色土（細砂礫多く含む）
2A．灰色粘質土（細砂礫多く含む）
2B．　　〃　　（2Aより粒子粗い）
3A．灰色粘質土（粘性強く、粒子細かい。遺物包含層）
3B．オリーヴ黒色粘質土（遺物包含層）
4．オリーヴ黒色粘質土（灰色粘質土を混合）
4′．　　　ク　　　　（灰色粘質土を多く混合）
5．暗灰色粘土（粘性強くソフト）
6．オリーヴ灰色粘質土と7がブロック状に混合
7．黒色粘土（均質で、粘性強くソフト）

第6図　I区北壁土層図（S＝1：50）
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～1。1mとややばらつきが見ら

れる。南北ラインを梁行とする

と桁行の柱間がやや狭く、梁行

2間（2．2m）×桁行3間

（2．7m）の規模になる。

東西を長軸にと　り、N－

740－Wを指向する。S D02の

方向とは、わずかにずれており、

位置も近すぎることから、同時

期に存在していたとは考えにく

い。

遣物はS BOl同様ほとんど出

土しておらず、時期の特定は難

しいが、層序から古墳後期に入

るものと考えられる。しかし、

S BOlとは軸が一致せず、同時

期に建っていたかどうかは不明

である。

SBの3（第馴副

調査区の東側C9G rで検出

した、掘立柱建物跡である。柱

間上35～1．50mを測り、2

間×2間（2．7×2．7m）の規模

になる。ほぼ正方形のプランを

呈する。柱穴の掘り方は円形も

しくは不整円形で、小柱穴のP

6を除いて、ピット径35～

60cm深さ30～45cmを測り、

前述のS BOl e02に比してや

や大きな規模を持つ。P3　e P

7は内壁が袋状にえぐれてお

り、柱の抜き取りが行なわれた

可能性がある。軸はS BOlより

やや西寄りのN－12．50－Wを

指向する。

1．黒褐色粘質土
（粘性強く、均質で、小炭化物少し含む）

2Ⅰ黒褐色粘質土
（粘性強く、均質で、1よりソフト）

3．黄灰色粘質土

日　　　　　†

＜　　　　　　　　　　U

：。：＿

2m

（粘性強く、均質で、地山を少し含む）　lll Hi i

第7図　I区SBOl実測図（S＝1：60）

1．黒褐色粘質土
（粘性強く、ソフト）

2．オリーヴ黒色粘質土

3せオリーヴ黒色粘質土

（2より暗く、ソフト）

4．灰色粘質土
（粘性強く、地山中ブロック含む）　（黒褐色土と地山土との混合層）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
」」＿－．＿＿＿－．＿＿＿⊥j　　＿＿　　［

第8図　工区SBO2実測図（S＝1：60）
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第9図　I区SB03。出土遺物実測図（遺構S＝1：60　遺物S＝1：3）

遣物は須恵器と土師器の破片がわずかに出土している。そのなかで、高広I B期に相当する須恵器

片（9－1）が見られた。時期を特定する資料としては乏しいが、S BOlと同様古墳時代後期と考え

られる。

＄Xの瑠　e Smの瑠（第馴郡

SXOlは長さ約1．2m、最大幅0．95m、深さ0．15mの浅い土坑である。S DOlに隣接して掘ら

れており、S DOlに付随する、用排水に関係する施設と思われる。ミニチュアサイズの天神人形

盛盛

二′壬‾二≡㌔

第10図　I区SXOl e SDOl出土遺物実測図（S＝1：3）
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（10－1）が出土している。

頭部を欠損しており、頚部まで

の高さは3cmである。底部に

は焼成時の破損を防ぐための小

孔が穿たれている。

S DOlは幅0．4～0．9m、深

さ0．1～0．3mの溝である。C

I G rの西壁からB4G rまで

続き、B5G r以東消失してい

るが、一部は直角に折れて北進
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1．黒褐色粘質土
（細砂磯、小炭化物を少し含む）

2．オリーヴ黒色粘質土

（小炭化物を少し含み、細砂磯、地
山ブロックを若干含む）

31オリーヴ黒色粘質土
（2より柔らかく、黒色粘土をブロ
ック状に含む。地山中ブロックを
若干含む）

4．灰色粘質土
（2をブロック状に含み、ソフトだ
がしまっている）

5．灰色粘質土
（4より明るく、黒褐色粘質土と地
山が混合）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
」　　」　．．1　　　　　　　　！

＼亮才／
0　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm－－

第11図I区SK03。出土遺物実測図（遺構S＝1：30　遺物S＝1：3）

する。陶磁器片（10－2～4）などを含む。明治期以降の用排水路と考えられる。

馴椚犯料簡凋椚那

調査区の東側D9G rに位置する土坑で、オリーヴ灰色粘質土の地山南で検出した。長さ2．6m、

幅0。8m、深さ0。54mを測る。遺構の一部をSK07に切られている。平面プランはやや弧を措く不

整形を呈する。底面はやや凹凸をもち、約半分のところから一段落ち込んでいる。断面は逆台形で、

落ち込み部分の埋土である2◎3層のオリーヴ黒色粘質土は地山土（オリーヴ灰色粘質土）小ブロッ

クを含む。

遣物は1層（黒褐色粘質土）から古式土師器片2点が出土している。11－1は鼓形器台の脚部片

である。端部が欠損しているが、ハの字状に広がり器高はやや低い。11－2は高坪の杯底部片で、

松山編年によるβ接続法の痕が見られる。

－15－



∴了‾

1．灰色粘質土
（細砂がブロック状に混入）

2．灰色褐色土
（石、木片を多く含む）

3．灰色粘質土
（やや砂質で地山ブロック、小木
片を多く含む）

第12図　I区SKO5実測図（S＝1：40）

L＝4．0m

1m

Lニー＿＿＿＿＿」＿　　　」

時期の特定は難しいが、概ね古墳時代前期から中期にかけてのものと思われる。I区での古墳時代

後期以前の遺構は、このS K03のみである。

遺構の形態から土坑墓の可能性が考えられるが、推測の域を出ない。

SK◎5（第頂星図）

調査区北東隅のAlOG rに位置する土坑である。平面プランは不整形を呈し、東西方向で約3m

を測る。北側が調査範囲外になるため全体の規模は不明である。検出面からの深さは26cmであるが、

北壁セクションの観察から3A層に掘り込まれており、約50cmになる。検出時に上面で、こぶし大

から人頭大の礫を多数確認しており、なかには五輪搭の一部も見られた。2e3層の埋土中に多数の

木片を含む。

遣物は須恵器や土師質土器の小片をわずかに出土するのみで、時期は中世以降と思われるが特定は

できない。遺構の性格は不明だが、土坑墓の可能性も考えられる。

＄Kの6　第柑固さ

SD02の東、C6G rに位置する溝状の遺構である。長さ2．5m、幅0．33～0．48m、深さ10cm

弱を測り、細長く浅い。埋土はオリーヴ黒色粘質土である。北側隅で底面から浮いた状態で、須恵器

の蓋坪身（13－1）を1点出土する。一部欠損しているが、口径約10cm、器高4cm弱のやや小ぶ

ー16－
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第13図　I区SK06。出土遺物実測図（遺構S＝1：30　遺物S＝1：3）

りの坪である。底部中心部をへラケズリし、体部外面は回転へラケズリ後ナデ調整を施す。高広編年

ⅡA期に比定される。S D02と南北方向に軸を同じくすることから、古墳時代後期から終末期の遺

構と考えられる。遺構の性格は不明である。

SK◎習（第『租図）

D9G rで検出した、浅い溝状の遺構である。S K06の東約10mにほぼ軸を同じくして掘られて

いる。S K06と形態が類似しており、長さ2．3m、幅0．25～0。35m、深さ14cmを測る。古墳時代

前期～中期の遺構と考えられるS K03を切るかたちで掘られている。オリーヴ黒色粘質土（2層）

の埋土に、土師器と須恵器の小片をわずかに含む。時期の特定できる資料は乏しいが、形態や方向お

卜J
t

t

u

芸葦…芸毒萱d

妻≡享壬≡；

ヽヽ

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

第14図　工区SKO7実測図（S＝1：30）
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1＝4．00m

1．黒色粘質土
2．黒色粘質土（1よりソフト）

2′．黒色粘質土（2より砂礫多く含む）
3．黒色粘土（粒子細かくソフト）
4．灰色土
5．黒色粘土（粘性強くソフト）
6．オリーヴ黒色粘質土
7．オリーヴ灰色粘質土
8．灰色土
9．時オリーヴ灰色土

第15図　I区SEOl実測図（S＝1：40）
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0　　　　　　　　　　　10cm
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第16図　I区SEOl出土遺物実測図（S＝1：3）

よび埋土などから、概ねS K06と同じ古墳時代後期から終末期に当たるものと考えられる。遺構の

性格は不明である。

＄臣◎Ⅷ（第L】5図）

D2G rで検出した井戸で、長径2。15m、短径上45m、深さ1。Omを測る。S BOlの5m東に位

置する。

ー19－



SEOlの東にはSD02が南北方向に走っている。平面プランは西側が鋭角になる楕円形であるが、

底面は円形を呈する。長軸を東西にとる。掘り方の断面は逆台形であるが、西側は緩やかに落ち込ん

でいる。底面からは湧水が認められた。

中層e下層に腐食した木片が数点出土しているが、井筒などの施設は確認されなかった。

遺物（第16図）は、上層から下層にかけてまんべんなく小片が出土しているが、5層（黒色粘土）

上面から横瓶と思われる須恵器の胴部破片が4枚出土している（5）。いづれも内面を上にした状態

であり、その上に4層（灰色土）が堆積していることから、井戸の廃棄時に埋納されたものと考えら

れる。接合すると胴部の一部となり、推定復元で最大胴部径30cmを測る大型の横瓶であると思われ

る。外面は約2mmのタタキ目の平行タタキの後、5条からなる原体によるカキ目が施される。4は

須恵器蓋坪の杯身日録の破片で、かえりの立ち上がりはやや弱く受部は狭い。高広編年I B期に比定

されるか。2は土師器の高坪である。1は土師器の賓で、目線はラッパ状に外反し、ヨコナデの強い

痕が認められる。頸部以下の外面に縦方向のパケ目、内面に横方向のケズリを施す。3は土師器の甑

と思われ、口径28cmを測る。外面の調整は風化のため不明だが、内面は頸部以下に横方向のケズリ

が認められる。

これらの出土遣物から、SEOlが廃棄されたのは、古墳時代後期から終末期（6C後菓～7C前

葉）にかけてと考えられる。

Sn◎2　電話－17図百

I区のほぼ中央を南北に走る、幅約0．8m e深さ28～34cmの溝で、北側でやや東に向きを変え

る。検出面で長さは約25mに至る。方向はほぼ国土座標のY軸に沿っている。底面の標高は南で

4．7m、北で4．6mと、南から北に向かって緩やかに下っている。このことから、農業用水路として

機能した清と考えられる。断面は逆台形を呈し、黒色。オリーヴ黒色の粘質土が堆積している。この

清の南延長線上にはⅡW区があり、存在が予想されたが検出されなかった。またⅡE区の調査でも検

出されなかったため、SD02は調査区域外で方向を変えているものと思われる。

埋土の上e中層から土師器の土器片を出土する。特に北壁付近では土師器の嚢（18－3～7、19－

9◎12）が集中して出土しており、一括して廃棄されたものと思われる。中央部で高坪（20－19）、

南側で竃（20－16）と甑（20－18）の破片が出土している。この溝の周辺は浅い落ち込み状にな

っており、土師器片を中心に遣物を多く包含している。I区出土の遣物はこのSD02のある中央部

分に集中している。

出土遣物（第18～20図）l e2は須恵器の杯蓋と坪身である。ともに北壁近くの土器集中部から

出土している。1は口径14cmを測り、肩部と日録内側に沈線を入れることから、出雲4期に比定さ

れる。2は一部を欠損しているが、1と同じく7世紀初頭から前葉のものと想定される。3～14は

土師器の賓である。調整は風化が著しいものが多く、図化し得ない部分もあったが、内面はやや大き

な単位の削りを施す。外面は3に見られるように、10数本のパケ原体によるパケ目が施される。

4　◎　5　e　7　◎　9の内面には焦げ痕と思われる黒変部分が認められる。目線は逆ハの字状に開くもの

（3e4e9elO）、外反するもの（5◎6e8ell e12e13）、ラッパ状に開くもの（7e14）と

ー20－
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第17図　I区SDO2実測図（遺構S＝1：40　遺物S＝1：8）
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第18図　I区SDO2出土遺物実測図1（S＝1：3）
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第19図　‡区SDO2出土遺物実測図2（S＝1：3）
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第20図‡区SDO2出土遺物実測図3（S＝1：3）

多様性がある。体部はほとんどが底部を欠いているが、丸底になるものと考えられる。胴部は最大径

が下半にあるもの（3◎・4◎6◎8）、胴部中心にあるもの（5◎13）、胴部が張るもの（8◎9）、

張らないもの（10）と様々である。また、頸部に強いナデを施し、肩部との間に段を作るもの

（3◎4◎5◎7◎8◎9◎）がある。13の胴部には、欠損部が多くてはっきりしないが穿孔の痕が

見られる。15は複合口緑の古式土師器の賓で、流れ込みと思われる。16◎17は口径26。7cmを測る、

移動式竃の上部である。庇は16が外反し、17は真っすぐに延びる。成形時の指頭痕が含著に認めら

れる。17は内面から庇内側にかけて火を受けたために黒変している。18は甑の底部である。外面は

縦ハケ目、内面は横削りを施す。19は高杯の坪部である。

これらの土師器はおおむね古墳時代後期から終末期のものと比定されるため、SD02は7世紀初

頭から前葉にかけて埋没したものと考えられる。

＄診◎3　藍第2瑠図》

C3G rに位置し、SD02の西側にある浅い溝状の遺構である。東西方向に走り、北西端が消失

ー25－



上灰色粘質土
（粘性強く、地山中ブロック
若干含む）
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第21図　I区SDO3e出土遺物実測図（遺構S＝1：30　遺物S＝1：3）

しているが、幅36～48cm e深さ10cm e長さ4。4mを測る。

上面に須恵器の坪身（21－1）を1点出土する。やや低い器高で、底面を板状工具で横方向に調

整した痕跡がわづかに認められる。高広編年I B期に比定されると考えられる。

＄D◎認峰　◎8　《第別離

調査区中央の南側D e E8G rに位置する細い溝状遺構である。共に深さ8～12cm e幅35～

45cm、長さはS D07が5。3m以上、S D08が4．7m以上と推定される。約1．6m間隔ではぼ平行に

南北方向に並んでいるが、共に南側が調査区外に続くものと見られ、その性格は把握しきれない。

出土遣物はほとんどなく、時期の特定は難しいが、5層（オリーヴ灰色粘質土）上面で検出している

ことから、古墳時代後期以降のものと考えられる。

＄D◎◎　《第別離

調査区の東端に広がる3B層落ち込みの下面で検出した、細い溝状遺構で、北西から南東方向へ調

査区を縦に走る。北側では中世以降の遺構と思われるS K05に切られている。幅30～40cm e深さ

約10cmを測り、埋土は3B層よりやや暗いオリーヴ黒色粘質土である。

遺物は出土していない。

3陰暦落ち込み　諾5閻）

調査区の中央と東側に広がる3B層（オリーヴ黒色粘質土）が浅い落ち込み状に堆積した部分であ

る。東側の10G r以東の落ち込みではほとんど遣物が出土していないが、その下でS D09を検出し

ている。中央部のS D02の周辺では土師器を中心に多数の土器片が出土している。主に古墳時代後
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第22図　工区遺構外出土遺物実測図1（S＝1：3）
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第23図　工区遺構外出土遺物実測図2（S＝1：3）
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第24図　工区遺構外出土遺物実測図3（S＝1：3）
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第25図　I区遺構外出土遺物実測図4（S＝1：3）
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第27回　I区遺構外出土遺物実測図6（S＝1：3）

期から終末期にかけての遣物を多く

含む。

遠芯外出土遺物（第22～訂開削

I区の遣物のほとんどは調査区の

中心部に位置するS D02の周辺に

集中している。3A e B層、4層が

遣物包含層であるが、3A層はやや

新しい遣物（22－11e12）を含ん

でいる。3B層は6世紀後葉から7

世紀初頭の遣物が主であり、古い遣

物（26－56）も含むが、3Aのよ

うな新しいものは含まない。3B層

がS D02の周りで落ち込み状に堆

積していることから、S D02の埋

没時より後それほど長い時間を置か

ずに3B層が堆積したものと考えら

れる。

第22図は須恵器である。坪蓋（l e　7）のうち1は肩部と日録内側に沈線を入れるもの、7は肩

部に稜を作り目緑を内側へ屈曲させるものがある。7の天井部はへラ切り離し後、へラ削りを施す。

渾身（2～6、8～12）のうち2～4、7～9は口径11cm前後を測る。5はそれらよりやや大き

く12．5cmを測る。2の底部はへラ削り、体部から上はナデ調整である。1～3　◎　6は出雲3期、

4　⑳　5　◎　7　◎　8は高広I B期、9は高広ⅡA期に比定され、6世紀後葉から7世紀前葉に相当する。

10は口径14．2cm器高4cm弱と、口径に比して器高が低い特徴をもつ坪である。底部は回転へラ削

りの後、板状工具による横方向の擦痕が見られる。体部は内湾して立ち上がり、日録端部上面に沈線

状の凹みを作る。＝巨12は高台付の坪で、高台端部に段状の沈線を入れる。ともに底部は回転糸切

りである。10は高広IIIA e B期、11◎12は高広ⅣB期に相当すると思われる。13は奈良時代以降の

蓋の日録部破片、14は口径26。4cmを測る高広I B期の嚢である。15は長頸壷で、底部と日録部を

欠損する。胴部に1条、肩部に2条、頸部に3条の沈線を施す、高広ⅢB期に比定される。16は短

頚壷で目線部を欠損する。17は高坪の杯底部片で、沈線の外周に貝殻復縁による刺突文が巡る。

第23図は土師器の賓である。日録の形態には様々なパターンが見られる。18は幅広の日録で端部

は薄く外反する。強いナデによって作られた肩部の段上に、刺突列点文が巡る。逆ハの字状に開くも

の（19～21e23e24）のうち、19～21は端部上面に平坦面を作り、器壁がやや厚い。23e24は

ナデの為に波を打っており、24の頸部と肩部の間には強いナデによる段ができている。ともに球形

の体部をもつと考えられる。25◎26は端部が屈曲して外反する目線である。22e27は緩く外反す

る日録であるが、22の外面には幅1mmの浅い沈線が一条巡る特異なものである。28◎29は短く厚
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く、端部を丸く収める。賓または鉢の日録部と思われる。これらの土器のうち28◎29を除く賓は、

概ね古墳時代後期から終末期にかけてのものと考えられる。

第24図（30～33）は高坪の脚部破片である。このうち、30◎32は粘土充填による接続で、31

は杯部が欠損しているが、松山編年におけるγ接続法によるものと考えられる。34は小型の移動式

竃の日録部と思われ、口径26。6cmを測る。35～37は竃の庇部である。庇の長さはそれぞれ

4・Ocm、2・5cm、3・5cmを測り、焚き口面は火を受け黒変している。36◎37は断面から体部に粘

土を張り付けて庇を作り出した痕が観察される。38◎39は竃の脚部破片と思われ、38の外面は縦

パケ目と端部に指頭痕、内面は横方向の削り調整である。40は口径30．8cmを測る甑の目線と考え

られる。41は甑の底部で、桟渡し用の径7mmの穴が穿たれている。

42（第25図）は口径24。8cm底径38。Ocm器高27。5cmを測る小型の移動式竃である。D4Gr

の3A層から出土している。焚き口は庇下部で高さ約20cm、底部で幅約24cmを測る。庇は最大で

5cm張り出しており、成形時のなでつけ◎指頭圧痕が顕著に見られる。外面は風化が著しいが、縦
轡

方向のパケ目を一部に残す。内面は底部に指頭痕が見られ、体部は横方向の荒い削り調整である。体

部の器壁は6mm前後と薄い。

第26図43～47は甑の取手である。いずれも体部との接合部から欠損しており、風化が著しい。

46e47は牛角状で、46は挿入法による接合である。48はきめ細かな砂岩素材の紡錘車である。最

大径5．2cm孔径0。7cmを測り、、風化の為学帽ULがたいが底面に星形と思われる沈線が刻まれてい

る。49～51は管状土錘で、最大径1。8～2。1cmを測る。52は土製支脚の受部である。53◎54は竹

管文土器の破片で、器種は賓または壷と思われるが判別しがたい。2点とも3B層から出土している。

53は肩部、54は胴部にあたる。53では上下2段6点見られ、径1。2cm深さ1mmの施文で等間隔に

並ぶ。胴部にかけて連続するものと思われる。55は円筒埴輪の破片である。古墳時代後期から奈良

時代の遣物を包含する3A層から出土している。風化が著しく調整は不明であるが、タガの突出は1

cm弱で二次調整を受けている。時期は断定できない。埴輪片はこの他にⅡE区でも1点出土してい

る。56は器台の脚部で、底径14。6cmを測る。復元すると推定で10cm前後の器高となるミニサイズ

の器台である。

第27図57は中世（室町時代）備前系と思われる摺り鉢の日録部である。北壁のトレンチ内から下

駄（58）が1点出土している。歯が取れて無くなっているが、長さ20。5cm幅7。9cmと小型である

ことから、女性用か子供用と思われる。
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短針而　Ⅲ巨匠の調査

調査区の概要　《瀾恩別離

I区の約60m南に位置する区画道路部分（Ⅱ区）の東側部分である。I区にほぼ平行しているが、

幅約6m長さ約73mの細長い調査範囲である。調査前は水田として利用され、表土の標高は西側で

4。8m、東側で4。4mを測り、西高東低の地形である。

表土を重機で掘削した後、西から5m毎に1～15G rを設定した。調査区の東端では近世以降の

耕作土跡と考えられる、3層（黄灰色粘質土）に掘り込まれるSD03を検出している。3層の下に

は、灰色粘質土（4e4ノ層）が5～20cm堆積している。層の形成された時期は不明であるが、土

師質の土器破片を含む。奈良e平安～中世に相当すると考えられる。その下で古墳時代後期から終末

期の遣物を多く包含する5A層が堆積している。この5A層は2～4G rにかけて浅い溝状に落ち込

む部分が見られたが、平面プランe断面ともに不明瞭で、遺構としては捉えられなかった。1～3G

rでは下にやや明るい5B層が広がっているが、5A層よりやや古い遣物も見られる。llG rから

東側では5A層は消滅し、4層の下で灰色シルト質粘質土（6層）に至っている。おそらく、4層の

堆積前に削平されたと思われる。この6層にSIOle SKO3などが掘り込まれており、この上面を

古墳時代の遺構面と考える。6層上面の標高は西端で4．2m、東端で3．9mを測り、現地形表面の傾

斜と似ている。遣物は全グリットから出土しているが、llG r以東5A層が消失することから、1

～10G rに集中している。

6層は10cm程度堆積しており、ほとんど遣物は含まない。その下は灰色粘質土の地山である。Ⅱ

E区では遺構の検出面が2面あり6層上面を第1両、灰色粘質土上面を第2面とした。SDO8el巨

12など、弥生の遺構はこの第2面で検出した。この灰色粘質土はⅡW区における8e9層にあたる。

また、灰色粘質土の下、標高3．3～3．5mの間で黒色粘質土が堆積している。これはⅡW区の10（A

～E）層、I区の7層（北壁セクション）にあたり、この黒色粘質土層が浅柄遺跡全域に分布してい

ることが確認された。　　　　　　　　　　　　あ

＄Ⅲ錮　《瀾恩別離

調査区の西端である2G rに位置する竪穴式住居跡である。南側が調査範囲外になるため、約半分

の調査にとどまったが、隅丸方形の平面プランを呈す。北東隅を古墳時代中期前半の遺構と考えられ

るSKOlに切られている。検出面で、東西3。6m南北1。4mを測る。深さは約20cmとやや浅く、底

面の標高は約4．0mである。壁際に幅20～25cm深さ10～15cmの小溝が巡る。しかし、この溝は東

側では壁に沿わず、やや内側を通って南側に走っている。このことから、掘り直しが行なわれた可能

性が考えられるが、確認できなかった。浅いピット状の落ち込みはあるが、明確な柱穴は確認できな

かった。1e2層の埋土の下で、地山土を混合し固く締まっているマダラ土（3層）が広がっており、

張り床と考えられる。この層に小ピット状の落ち込み（4層）と小溝（5～7層）が掘り込まれてい

る。
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3．黄灰色粘質土
4．灰色粘質土（微小炭化物少し含む）
4′．灰色粘質土（黄色土を混入する）

5A．黒褐色粘質土（微小炭化物少し含む。遺物包含層）
5B．黒褐色粘質土（5Aより暗い。遺物包含層）
6．灰色シルト質粘質土
7．黒色粘土（均質で粘性強くソフト）
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第28図　ⅡE区遺構配置図・北壁土層図（遺構S＝1：300　土層S＝1：75）
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第29図　ⅡE区S101遺物出土状況図（S＝1：30）

［□

印

、　、

8

－、

T T T T T

1．黒褐色土
（微小炭化物多く含む。細砂礫・オリ
ーヴ黄色土ブロック多く含む）

2．黒褐色土
（1より明るく、オリーヴ黄色土ブロ
ック多く含む）

3．暗灰黄色マダラ土
（黄灰色土と地山がブロック状に混合。
粘性弱く、固くしまっている）

4．黄灰色土
（細砂礫・オリーヴ黄色土小ブロック
少し含む）

溝5．黒褐色土

（微小炭化物・細砂礫・オリーヴ黄色
土小ブロック少し含む）

6．黒褐色土
（5よりやや明るく・砂黄）

7．暗オリーヴ褐色土
（黒褐色土と黄色土ブロックがマーブ
ル状に混合）

8．黄褐色土
（黒褐色土と地山土が細かく混合）

9．暗灰黄色土
（細砂礫多く含み、ザラザラしている）

第30図　ⅡE区S101実測図（S＝1：30）
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第31図　ⅡE区SlOl出土遺物実測図（S＝1：3）

遺物出土状況（第3◎図）

ほとんどの遣物は2層の黒褐色土から出土しているが、3層上面で出土しているものもある。北西

隅の壁際で、小型短頸壷（31－5）がほぼ完形の状態で出土している。中央部付近では嚢の破片が

多く見られる。小構内で高坪片（31－8）が出土している。

出土遣物（第31図）は古式土師器のみである。1～4は逆ハの字状に開く単純日録の嚢である。

1の日録端部は内側へ小さく屈曲する。2　e　3　e4は端部に平坦面を作るものだが、3はやや厚く、

4はわずかに内湾し、日録から体部の外面には幅4cm単位の細かい縦方向のパケ目が施される。5

は小型の短頸壷で、日録は直行し、体部ははば球形を呈し全面にパケ目が施される。6は外反する高

坪の坪部で、7も坪の日録部だが高塀の可能性もある。8e9は高坪の脚部である。これらの遣物の

うち、1e2e4e　5e8は松山編年Ⅱ期に相当し、3はⅢ期にあたる。
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時期は、出土遣物とS KOlに切られるこ

と、また、須恵器を伴わないことなどから、

SIOlは古墳時代前期後半から中期前半に

かけて廃棄されたものと考えられる。

＄匝◎『（第3空関与

12G rに位置し、SB02と並んで建つ

掘立柱建物跡である。梁行1。25m、桁行

1。75mの規模で、N－19．50　－Eを指向

する。ピット径20～40cm、深さ10～

15cmを測る。1間×2間であるが、東側

桁行の中間の柱穴が外にはみ出している。

遣物はほとんど出土していない。

＄随◎2（第乱闘酎

SBOlの南約1mに位置する1間（0．9

ZZ

ヰ…一年」前
L

1．褐灰色粘質土　2
（褐色e極暗褐色粒子含み、
ネチネチしている）

2．褐灰色粘質土
（1より暗く、褐色。極暗褐
色粒子多く含む）

2m
1．．．．！＿＿＿　　　　　　［

第32図　ⅡE区SBOl実測図（S＝1：60）

m）×2間（1。8m）の掘立柱建物跡であ

る。規模。形態ともSBOlと類似しており、ほぼ同軸であるN－220－Eを指向する。SBO巨02

はともに12G r以東に見られる灰色粘質土（4層）に掘り込まれている。

遣物はSBOl同様ほとんど見られない

が、しのぎ蓮弁紋の青磁椀の底部片

（33－1）が1点出土しており、SBOl。

02は中世以降から近世初頭にかけての建

物跡と思われる。

＄Bの3（第3地図）

9　elOG rに位置する、梁行3間e桁行

3間の掘立柱建物跡である。6層上面で検

出したが、北壁土層の観察から5A層に掘

り込まれる建物であることが判明した。ピ

ット径30～50cm深さ25cm前後を測り、

柱間はややばらつきがあり、梁行が上2～

1．4m桁行が1。7～2．4mと桁行の方がやや

長い。東西6．0m南北3。8mを測り、建て

面積22。8扉の規模になる。西側ではSD

07の上にピットが掘り込まれており、そ
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第33図　IE区SBO2出土遺物実測図（遺構S＝1：60　遺物S＝1：3）
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1．黒褐色粘質土
（細砂磯e地山土中ブロック少し含む）

2．黒褐色粘質土
（1より大きな地山土ブロックを混合）

3．黒色粘質土
（地山土中ブロック少し含む）

4，灰オリーヴ色粘質土
（地山土との混合層）
1、2、3とも小炭化物少し含む

2　　　　　　　4

L＝4．0m

2m
1．∴．，：　　　　！

第34図　Ⅱ巨区SBO3実測図（S＝1：60）

の範囲は北の調査区外へ広がっている。東西を軸とした場合、N－900－Eを指向する。

遣物は須恵器と土師器の小破片がわずかに出土するのみで、時期の特定は難しいが、古墳時代前期

の遺構と思われるSD07を切ることと5A層に掘り込まれることから、古墳時代後期以降奈良e平

安時代にかけての建物跡と考えられる。

指

く
I

l

l

i

′

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
l．．．1！　　　　［

第35図　ⅡE区SBO4実測図（S＝1：60）
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S Bの旦　軽蔑35囲）

2G rに位置し、SIOlの上

で検出した、掘立柱建物跡であ

る。柱間上4～1。5m、ピット

径30cm深さ28～40cmを測

る。南側が調査区外へ広がって

おり、全体の大きさを把握しが

たいが、東西2間（2。85m）以

上、南北1間（上2m）以上の規

模になると思われる。東西を軸

とした場合、N－780－Eを指

向する。　遣物はほとんどなく、



土師質の小片がわづかに見られるのみで時期の特定は難

しいが、SIOlを切って建てられていることや、SB

03と同軸方向を向いていることなどから、SB03と同

時期ではないかと推定される。

PO301（第36図）

3G rで検出した、古墳時代後期のピットで、径

30cm深さ20cmを測る。建物を形成するピットである

かどうかは確認できなかった。埋土の黒褐色粘質土から

赤色塗彩された土師器の坪片（36－1）が出土してい

る。内湾して立ち上がる口緑端部に、ナデによる段が施

される。

SXOl（第37図）

SIOlから東へ10m程のところに位置している。古

墳時代後期から終末期の包含層である5A層の底面で検

出した。南側が調査区外へ広がるため全体の規模は掌握

できないが、東西2．75mx南北1．3mを測り、隅丸方形

の平面プランを呈する。中央部が径70皿深さ10cmと落

L＝4．2m

L＝4．2m

＼

r　一、．

－1－－　‾

1．黒褐色粘質土
（細砂礫・微小炭化物少し含む）

2．灰色土

3．黒色粘質土（ソフト）

第36図　ⅡE区PO301・出土遺物実測図
（遺構S＝1：15　遺物S＝1：3）

T T

Qb　℃っ　　　　　　〇
一一一、　　　q′ニー1

A土三旦迎m

L＝4．0m

1．黒褐色粘質土
（小炭化物・細砂礫含む）

2．黒色土

（炭化物粒を非常に多く含む
黒褐色土・地山土ブロック
を混合）

3．時灰色マダラ土

（黒褐色土と地山土がブロッ
ク状に混合）

4．オリーヴ黒色粘質土

1m

第37図　ⅡE区SXOl実測図（S＝1：30）
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第38図　Ⅱ巨区SXOl出土遺物実測図（S＝1：3）

ち込んでおり、地山土をブロック状に含んでいる。その上層には炭化物を塊状に多く含んだ層（2層）

がある。全体の深さは10cm前後と浅い。2層を含む中央にある落ち込みを炉跡とすれば、住居跡と

も考えられるが、推測の域をでない。

遣物（第38図）は、土師器の賓を中心に、甑や赤色塗彩の坪などの破片が出土している。出土す

る土師器は薄手のものが多い。l e2は日録が内湾して立ち上がる土師器の坪で、松山III期に相当す

ると思われる。3は土師器の高杯で、坪底部に段を持つ。l e2e3ともに内外面に赤色塗彩が施さ

れる。4は口径30cmを測る土師器の甑である。5も土師器の甑と思われる。ともに逆ハの字に開く
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L＝4．5m

1．黒褐色粘質土
（灰黄色粘質土ブロックを含む。小炭化物e
土師質土器小片少し含む）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　50cm

E
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寸
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」
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第39図　ⅡE区SKOle出土遺物実測図（遺構S＝1：15　遺物S＝1：3）

やや厚手の日録で、外面に細かい縦方向のパケ目が施される。6は鼓形器台の脚部である。7e8は

土師器の甑の底部と取手である。

時期は古墳時代中期前半に廃棄されたと考えられる。

＄K馴』は柑別離

2GrのSIOlの北東部隅を切るかたちで検出された土坑である。長径80cm短径50cmの楕円形

を呈し、深さ14cmを測る。中央部から古式土師器の高坪（39－1）が脚部を欠いた状態で出土して

いる。ひび割れているがほぼ復元できた。地山土ブロックを多く含む埋土中に、底面からわずかに浮

いた状態で出土しており、埋設時に置かれたものと考えられる。師部は逆ハの字状に大きく開き、日

録端部内側に小さな沈線が見られる。底部には緩やかな段を有し、接合部まで成形時の荒いパケ目が

施されている。松山編年におけるγ接続法の高坪B類に入るものと思われ、松山Ⅲ期に相定される。

古墳時代中期前半の土坑と考えられるが、SIOlを切ることからSIOlより新しいと考えられる。

＄Kの3（第砲の閑）

2G rのSIOlの3m程北に位置する土坑で、長径3．4mを測る。北側が調査区外になるため、全

体の規模と遺構の性格は把握しきれない。検出時の平面プランは不整形の楕円を措くが、西部分が浅
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L＝4．0m

⊂つ　　くこb

1．1－‾＿　・ゝ・こ1－
し、－

1．黒褐色土（極暗褐色粒子1cm以下の小炭化物含む）
2．黒褐色土

（1よりやや粘質で明るい。1cm以下の炭化物2mm大
の細砂礫含む）

3．黒色粘質土
（2cm以下の小炭化物多く含む。2mm以下の細砂礫・
地山ブロックを若干含む）

4．黄灰色粘質土

（地山ブロックを混合）
5．黒褐色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第40図　ⅡE区SKO3出土遺物実測図（遺構S＝1：30　遺物S＝1：3）
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（0甘号1番暑勧］上背、r′職・敵側臼の

羊墓守水軍蓄ムーrl幸’L

L＝4．0m

第41図　ⅢE区SKO4・07実測図（S＝1：30）

芸　念

亭　二

義　票
〈　　　：ヽ
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iii
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誼宗譜
呼『』」脛旬
鵬辞令馴ir

N

哲

いステップ状になっており、落ち込みの形は円形を呈するものと思われる。断面は皿状で深さ28cm

を測る。埋土は細砂礫と小炭化物を含む粘質土で、遺物は1・2層から薄手の土師器片を多く出土する。

出土遺物（40図）1・2は古式土師器の直口壷である。1の口緑は緩い稜があり、端部がやや内

側へ屈曲する。口線内外面・体部外面にパケ目、内面は削り調整である。松山Ⅱ期古段階に相当する。

2の口緑はまっすぐ逆ハの字状に開く。ともに丸底になると考えられる。3は聾の口縁部破片でやや

内湾する。4は土師器の坪である。内湾して立ち上がり緩い稜をもち、内外面に赤色塗彩が施される。

5は手ずくねのミニチュア土器である。口縁は逆ハの字状に開き、調整のパケ目と指頭痕が認められ

る。2・3は松山編年のⅡ期新段階、4・5はⅢ期に相当する。

これらの遣物は概ね松山編年のⅡ期古段階からⅢ期にかけてのもので、古墳時代前期後半から中期

前半の遺構と考えられ、SIOlと同時期の遺構と思われる。SIOlに伴う廃棄坑ととらえたい。

SKO4・07（第41図）

5G rで検出した細い帯状のプランを呈する土坑である。
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第42図　Ⅱ巨区SKO4出土遺物実測図（S＝1：3）

SK04は長さ2。7m幅0。3m深さ15～20cmを測り、SK07はそれよりやや短く長さ2。1m幅0．3

m深さ10cmを測る。S K04は断面U字状で、底面はやや凹凸をもつ。地山中ブロックを含む埋土

の上面から土師器の破片がまとまって出土しており、祭祀行為として埋納された可能性もある。SK

07からはほとんど遣物は出土していない。SK04は長軸でN－870－Eを指向し、ほぼ東西方向に

一致するが、SK07とは直行せず、990の開きがある。この2つの遺構は同時期のものと考えられ

る。

出土遣物（第42図）l e3は土師器の嚢である。1の日録は逆ハの字状に外反し、胴部が張る。

頭部にはナデによる段ができている。3はくの字状に日録が緩く開き、胴部は張らない。2は土師器

の鉢か甑と思われる。4は須恵器蓋坪の目線部で、高広I B期に比定される。

その他、須恵器の小片や赤色塗彩された土師器の坪片なども見られることなどから、時期は古墳時

代後期から終末期にかけてのものと思われるが、遺構の性格ははっきりしない。SK04とSK07は

L字型を呈しているが、これらに対応する遺構はなく、建物跡とする根拠にもやや弱い。ただ、SK

07の車由はすぐ西にあるSK06と同軸で、ほぼ南北方向を向いており、これらの遺構は何らかの関係

があるものと思われる。
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第43回　ⅡE区SKO5◎出土遺物実測図（遺構S＝1：30　遺物S＝1：3）

＄Kの5　臓摘別離

4G rで検出した、深さ10cm程の浅い遺構である。長さ3．8m最大幅0。9mを測り、平面プランは

不整形を皇し、黒褐色粘質土の埋土である。東側半分の下では、SK06を検出している。

てこ＝フ∠十　l i

L＝4．0m

甘三享干

第44図　ⅡE区土器溜りe SKO6実測図（S＝1：40）
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第45回　Ⅱ巨区土器溜り◎SKO6出土遺物実測図（S＝1：3）

出土遣物（第43図）

l e　2は内外面に赤色塗

彩された土師器の杯であ

る。体部は内湾して立ち

上がるが、2はやや丸み

をおび器高約5cmを測

る。3は土師器の竃の脚

部である。内面は横方向

の削りを施す。4は混入

品と思われる弥生土器の

胴部片で、凹線の間に刺

突文を施している。

遺構の性格は判別しが

たいが、時期は古墳時代

後期と考えられる。

蓋器溜り　《第郷関那

4G rの遣物包含層（5A層）を掘り下げていく段階で、まとまって出土した土器片の集まりであ

る。土師器の破片がほとんどであるが、遣物の出土状況は下で検出したSK06の範囲内に納まり、

なかにはS K06の土器破片と接合するものもあることから、これらの土器はSK06に伴うものと考

えられる。

S駐く⑳伝　藍語・鴇璃1問う

前述の土器溜りの遣物を取り上げ、包含層を薄く掘り下げていった、灰色粘質土（6層）の上面で

検出した遺構である。幅約1mの不定型の溝状であるが、深さ10cmと非常に浅い。北側が調査区外

になるため、長さは4m以上になると考えられる。S KO4e07の西に位置し、S K07と軸を同じ

くする。

遣物（第45図）は1◎2が土器溜り、3がS K06から出土したものである。1は口径30cmの土

師器の嚢の日録部である。逆ハの字状に外反し、端部上面に平坦面を作る。2は砥石である。欠損し

ているが、6面を使用している。3は須恵器の坪蓋である。口径12．8cmで、肩部には幅約2mmの

沈線を施し稜を作り、日録端部内側に沈線を入れ段を作っている。大谷3期に比定されることから、

土器溜り　e S K06は古墳時代後期から終末にかけての遺構と考えられる。

Sかくの品（語逆も6同）

調査区のはぼ中央で検出した土坑である。南側が調査区外に広がっているが、径約2。Omを測り、
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L＝4．0m

C＝ゝ

tミニと一

陽．＋＋　一秒

1。黒褐色土（ソフト感あるが、しまっている。オリ
ーヴ黄色の微粒を多く含む）

上黒褐色土（1より明るい）

2．オリーヴ黒色土（1よりややソフト。灰色土の微

小ブロック含む）

3．オリーヴ黒色土（2よりやや明るい。灰色粘質土

の小ブロック混入）

4．オリーヴ黒色土（3より明るく粘質）

5け灰オリーヴ色土（オリーヴ灰色の地山土中ブロッ

クを多く含む）

5′。灰オリーヴ色土（5よりやや明るい）

6ネオリーヴ黒色土（黒色土e灰色粘質土e地山土を

ブロック状に混合）

十二誰2

l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼－　　　」

0

Ll一一一　　1Pcm

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

」⊥」＿⊥」⊥＿　！

7．オリーヴ黒色土（6よりソフト。黒色土e地山

土のブロックを少し含む）

8．才リーヴ黒色土（6と同じだがブロックの混合

が甘い）

9．オリーヴ黒色土（8より暗く、ブロックの混入

なし）

10リオリーヴ黒色土（やや粘質でソフト）

1上灰色土（オリーヴ黒色土と地山土がブロック状

に混合。しまっている。）

12．灰色土（11と同じだが、ややソフト）

13．灰色土（地山土中ブロック混）
13′．灰色土（13と同じだが、やや暗い）

14．灰色土（やや砂質）

第46図　Ⅱ巨区SKO8◎出土遺物実測図（遺構S＝1：30　遺物S＝1：3）

円形のプランを呈すると思われる。深さは86cmで、断面は鉢状である。埋土は細砂礫と灰色粘質土

の地山小ブロックを含む土層であるが、9層は地山ブロックを含まない。上◎中層で、古式土師器の

破片が出土している。

出土遣物（第46図）1は古式土師器の嚢である。短い複合日録で、稜は緩い。端部は内側へ小さ

く屈曲する。松山I期新段階に相当する。2は古式土師器の小型丸底壷と思われるもので、目線部と

体部を欠損している。3はやや小型の鼓形器台の脚部である。
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これらの遣物から、S K08は古墳時

代前期の遺構と考えられるが、その性

格ははっきりしない。廃棄土坑と考え

るのが妥当であろうか。

＄酬派頼瀾渦別離

S K08の西約4mに位置している土

坑である。検出時で径上8mの半円の

平面プランを呈し、深さは15cmと浅い。

南側が調査区外になり、全体の規模と

遺構の性格を掌握しきれない。断面は

皿状で、地山土の小ブロックを含む埋

土から、古式土師器の賓（47－1）が

出土している。短い複合日録で稜は緩

くダレている。胴部は大きく張り、器

壁は非常に薄い。松山I期新段階に相

当し、S K08と同時期と考えられる。

S軒く凋◎（第司・品図）

調査区の東側12～15G rにまたがる

大きな土坑である。どちらかというと

多角形のプランを呈しているが、南側

が調査区外になり、東側をS D03に切

られるため全体の規模e形は把握しき

れない。さらにS KlOは古い遺構であ

るS K14e15を切っており、北側でS

7　　　　　　　　7　　　　　　　　了　　　　　　　　丁

L＝4．0m

L＝4．0m

1．暗灰黄色土

箪義盛

（細砂磯・地山中ブロック少し含む）

2，オリーヴ黒色土
（細砂磯。地山中ブロック少し含む）

3，オリーヴ灰色土（2層小ブロックを含む）

1m
l l l
l ll t lL l

／買葺卦、
′　　l　　凰

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
】．．．．：　　　　　　　　！

第47回　ⅡE区SKO9e出土遺物実測図
（遺構S＝1：30　遺物S＝1：3）

DlOを切る形になる。東側がS D03

に切られることを考慮した上で推定すると、直径が約10mの巨大なものとなる。深さは約上2mを測

り、底面はフラットである。埋土は細砂礫と微小炭化物を少し含んだ暗オリーヴ灰色粘質土がほぼ均

一に堆積している。廃棄されてから自然に埋まったと考えられる。貯水目的の施設ではないかと考え

られる。

出土遣物（第49図）1e2は土師器の坪の日録と底部である。2の底部は回転糸切りで、体部は

内湾して立ち上がる。3は須恵器の坪蓋である。4は弥生土器の賓で、目線に3条の凹線が施される。

胴部外面に刺突列点文の痕が見られ、松本Ⅳ－1様式に当たる。5は土師器の竃の脚部破片である。

6は砂岩質の砥石片で、3面に使用痕が認められる。その他土師質の小片が若干出土しているが、時

期の特定できるものはない。4e　6を除く遣物は8世紀以降のもので、S KlOは奈良e平安時代に

埋まったものと思われる。

ー50一



1．オリーヴ黒色土（細砂礫。微小炭化物少し含む）
2．灰色土（やや粘質で、細砂礫◎微小炭化物少し含む）
3．時オリーヴ灰色土（やや粘質で、細砂磯e微小炭化物少
⑫　　　　　　　　　　　し含む）

4．暗オリーヴ灰色粘質土（細砂礫e微小炭化物少し含む）
5．時オリーヴ灰色粘質土（4より暗く、粘性強い）
6．暗オリーヴ灰色土（暗オリーヴ灰色土と地山土がブロッ

ク状に混合）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
」＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　　　　」

第48図　ⅡE区SKlO実測図（S＝1：80）

＼㌧1
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10cm
？」日，！　　　！

第49図　ⅡE区SKlO出土遺物実測図（S＝1：3）

SKm　第5の図3

ⅡE区のほぼ中央である6～7G rにまたがる土坑である。S KlOより規模は小さいが、最大径

6．7m深さ約2mを測る大きな土坑である。南側が調査区外になるため全体の形状を掌握できず、南

壁の崩落の危険があるため約半分の調査に留まった。北壁側が溝状に延びているが切り合いは見られ

ず、SKllの一部と考えられる。断面は椀状で底面は標高2。Omに至り、灰色土の地山まで掘り込ま

れている。1～5層は粘質な灰色土で、6～12層は粘質土と砂質土が層状に堆積している。13～28
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第50回　ⅡE区SKll実測図（S＝1：80）

層は掘り方の埋め土と思われる。粘質土の地山小ブロックを含む層で、16～19層はマダラ状である。

当初、井戸と考えていたが、井戸側のような内部施設は確認できなかった。底面でわずかに湧水して

いるが、掘り方は地山の褐色粘質土の上面までしか至っておらず、その下にある砂礫層までは掘られ

ていない。地山が粘質土の為、一度潅水すると漏水しにくい地盤を利用した貯水施設ではないかと思

われる。

出土遣物（第51図）1・2は弥生土器である。1は口径28cmのやや大形の嚢で、拡張した口緑に

4条の凹線を施し、頭部には刺突列点文が巡る。2はくの字状に屈曲する口縁の鉢で、風化が著しい

がわずかに凹線の痕が見られる。ともに松本Ⅴ－1様式に比定される。3は古式土師器の高坪の脚部

である。庄内系の高杯で裾部は低く大きく広がり、四方に穿孔されている。椀状の小型杯が上にのる
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10cm
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第51図　ⅡE区SKll出土遺物実測図（S＝1：3）

ものと思われる。1◎2はS Kllの東側で切られる弥生の遺構（SDll～13）からの混入と思われ

る。4は短頭の賓で、一部にススの付着が見られる。5は甑の取手で上方から中央部まで切れ込みが

入る。6e　7は管状土錘である。4～7の遣物はおおむね8世紀から9世紀のものと考えられ、S K

lOと同時期に存在したかどうかは不明だが、ほぼ同じ奈良e平安期の遺構と考えられる。

SK瑠2　《第5別離

9G rに位置する不整形の平面プランを呈する土坑である。最大幅1。4m深さ25cmを測る。遣物

は図化できなかったが、弥生土器の破片がわずかに出土している。北側を古墳時代の遺構であるSD

07に切られることから、弥生時代の遺構と考えられる。ただし、同じ弥生の遺構であるSD17の北
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側を切る形であるため、相対的にではあるが、

SD17より新しいと言える。

S駐琶1旦（岳53同）

近世の大溝であるS D03の下で、S KlOに

切られるかたちで検出した土坑である。南側が

調査区外になるため、全体の規模e形態を把握

できないが、長径1。9m深さは40cm以上にな

ると考えられる。やや粘質な埋土からは古式土

師器の賓の上半部（53－1）と複合日録の嚢

（53－2）が出土している。53－2は日録端部

に平坦面を作り、内面に沈線状の浅い溝が1条

巡る。弥生時代終末期に比定される。53－1

は単純日録の賓で、胴部外面には幅2cmに7

～10本単位のパケ原体による荒いパケ目が施さ

れ、肩部では横方向に大きく巡る。畿内布留系

の流れを汲むもので、古墳時代前期に比定され

ることから、SK14は弥生時代終末から古墳時

代前期にかけて埋まったものと考えられる。

1．時灰黄色土
（オリーヴ黒色粘質土プロッ
ク・細砂礫・小炭化物少し　T　‥・・！　　　i

含む）
2．灰色土

（細砂礫。小炭化物少し含む）
3．灰オリーヴ色土

（灰色土と地山土との混合）

第52回　ⅡE区SK12実測図（S＝1：30）

S缶蛋15（講星霜図）

S K14と同じく一部をSD03とSKlOに切られる土坑である。平面プランは楕円形を呈すが、南

側の一部をSK14に切られている。幅約1m、深さ40cm以上、長さは2．5m以上になるものと推測

される。

遣物は弥生土器の破片をわずかに出土する。あ

＄K瑠6（第劉闘那

弥生時代の遺構であるSD12e13e14を切るかたちで掘られている土坑である。北側の一部が調

査区外になっているが、短径2m e深さ40cm弱を測る。検出時の平面プランは不整型であったが、

完掘状態では楕円形になり、底面は小さな凹凸はあるもののはぼフラットで、埋土は下のS D12な

どよりも柔らかい。遺物は弥生土器と思われる小片がわずかに出土するのみで、時期の特定は難しい

が、S D12などより新しいと思われる。規模e形態から土坑墓の可能性も考えられるが、推測の域

をでない。

S四時3（第5重囲）

調査区の東端に位置し、ほぼ南北方向に走る大溝である。調査区外へ広がるため、全体の規模は不
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第53回　ⅡE区SK14。出土遺物実測図（遺構S＝1：30　遺物S＝1：3）

明であるが、幅は4。5m以上になると推測される。南側では、SKlO、SK14e15を切っている。断

面は緩やかな椀状を皇し、1～9層までの深さ約0。6mから下へ一段深く落ち込んでいく。南e東壁

崩落の危険性があったため、底まで掘ることは出来なかったが、ボーリングスティックによる検深で

は標高2e8m近くで地山に達している。9層までの埋土と10～15層の埋土は質的にやや異なり、こ

の間にひとつの画期があったことがうかがわれる。SD03は近世の堆積層と考えられる3層から掘

り込まれており、1の白磁椀を伴うことから近世以降の溝と考えられる。おそらく旧保持石川の支流

ではないかと思われる。

出土遣物（第55図）1は高台付の小型白磁椀である。2は目線に3条の凹線を施す弥生土器の広

口壷で、松本Ⅳ－1様式にあたる。3は内面に凹線が入る瓦質の土器であるが、時期e用途は不明で
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l A．黒褐色粘質土
（中砂礫多く含む）

1B．黒褐色粘質土
（1Aより暗く、黄褐色粒子含む）

2A．黒褐色粘質土
（小炭化物・黄褐色粒子含む）

2B．黒褐色粘質土
（中砂礫多く含み、黄褐色粒
子含む）

3，黄灰色粘質土
（中砂礫・小炭化物含む）

4．灰色粘質土
（中砂礫・小炭化物含む）

5．灰色粘質土
（均質で褐色粒子含む）

6．灰色粘質土
（5より粘性強い）

7．灰色粘質土
（均質で小炭化物少し含む）

8．灰色粘質土
（均質で荒砂粒少し含む）

9．灰色粘質土
（荒砂粒・小炭化物少し含む）

10．オリーヴ灰色砂質土
（小炭化物若干含む）

＼＼　　　　　＼

11．暗オリーヴ灰色砂
（腐蝕植物小片少し含む）

12．灰色粘質土
（ソフトで小木片少し含む）

13．灰色粘質土
（12より粘性強く、小炭化物少

し含む）
14．灰色粘質土

（13より粘性強く、ソフト）
15，灰色粘質土

（オリーヴ灰色粘質の地山土を
ブロック状に混合）

第54図　ⅡE区SDO3実測図（遺構S＝1：80　遺物S＝1：40）

1m
！．．．．！　　　　　　　　　！

第55図　Ⅱ巨区SDO3出土遺物実測図（S＝1：3）
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10cm o

1．黒褐色土
（細砂礫・小炭化物少し含む）

2．オリーヴ黒色土（〃）
3．灰色土（〃）
4．灰色土（3よりやや暗い）
5，灰色土（4より暗く、ソフト）
6．灰色土

（細砂礫・地山中ブロック含む）
7．灰オリーヴ色土

（地山土を混合）
8．灰オリーヴ色土

（7より明るく細砂礫含む）
も　9．灰色砂質土

（灰色土中ブロック若干含む）
10．暗灰黄色土（〃）

2m

」＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　　　　　　　　」＿」＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿」

第56回　ⅡE区SDO7e出土遺物実測図（遺構S＝1：40　遺物S＝1：3）

ある。その他、土師質土器の砕

片が見られたが、1以外は流れ

込みと思われる。

＄Dの7（第56図）

9G rの北側に位置し、6層

の灰色粘質土上面で検出した溝

状遺構である。幅1。2m深さ

45cmを測り、くの字状に屈曲

して調査区外へ延びている。断

面はU字状を皇し、埋土は細砂

礫を含む灰色土が堆積し、土師

器の土器片を少し含む。また、

拳大の礫が数点見られる。

遣物は日録に2条の凹線を施

す弥生時代中期後葉の小型賓

（56－1）が出土している。

56－2は短い複．合口緑の破片

で、畿内布留嚢の影響を受け端

部を内側へ引き出している。松

山I期新段階に相当する。SD

J

J

J

J

l

I

l

I

l

l

l

1．オリーヴ灰色土
（オリーヴ黒色土中ブロック・細砂礫含む）

2．オリーヴ灰色土
（1より暗く、砂質でザラザラしている）

3．暗オリーヴ灰色砂質土
（細砂礫多く含み、砂ブロックを混合）

4．暗オリーヴ灰色土
（細砂磯・オリーヴ黒色粘質土中ブロック
少し含む）

5．暗オリーヴ灰色砂質土（3よりやや暗い）
6．灰色砂質土（細砂礫・地山中ブロック含む）
7．暗オリーヴ灰色土

（オリーヴ黒色粘質土と地山土の混合層）

0　　　　　　　　　　　　1m
；＿］＿＿＿L⊥＿＿ト＿＿＿　　　！

1　　1

l

l

l

l

l

l

l

t

l

l

‾I＿＿＿

第57図　ⅡE区SDO8実測図（S＝1：40）
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2m

1．オリーヴ黒色粘質土
（細砂磯e小炭化物少し含む）

2，オリーヴ黒色粘質土
（1より暗く、オリーヴ灰色土中ブロック含む）

3．オリーヴ黒色粘質土
（オリーヴ灰色土をマーブル状に含む）

4，暗オリーヴ灰色粘質土（ややソフト）
5．時オリーヴ灰色砂質土

（オリーヴ黒色土とオリーヴ灰色土が混合）
6．灰色土

（やや砂質で地山土中ブロック少し含む）
7．灰色粘質土（／ヾトペトとしてソフト）
8。灰色粘質土（7と同じだが、砂磯e軽石を含む）
9．灰色土（オリーヴ黒色土中ブロック多く含む）

10。暗オリーヴ灰色土
（3より明るく、しまっている）

11．暗オリーヴ灰色土
（10より明るく、地山土ブロック混合）

12．オリーヴ灰色土
（地山土にオリーヴ黒色土ブロック少し混合）

10cm

第58回　ⅡE区SDlOe出土遺物実測図（遺構S＝1：40　遺物S＝1：3）
の′

07は弥生の遺構であるSK12◎　SD16e17の北側を切って掘られており、56－1はその混入と思わ

れる。SD07は56－2の時期である古墳時代前期に埋まったものと考えられる。決定する資料に乏

しく断定はできないが、近くに位置するSKO8◎09と同時代の遺構と考えたい。また、性格につい

ても全体の規模◎形態が把握できず特定はできないが、区画溝の可能性が考えられる。

・SDQa　も冨57闇∋

4G rに位置し、調査区を南北に走る幅約1m e深さ45cmの溝である。古墳時代の遺構であるS

K06の下で検出した。逆台形の断面を呈し、磁北からは約450西寄りにずれている。上層に土師

器◎須恵器片を出土するが、上で検出したSK06からの混入と思われる。SD08の下層からは、図

化し得なかったが、松本Ⅳ－1様式の賓目線破片の他、小片が出土している。

遺構の性格は不明であるが、弥生時代中期の溝と考えられる。
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＄随瑠◎　《第5別離

12e13G rのS KlOに切ら

れる、北西から南東方向に走る

幅約3m、深さ1。6mを測る溝

である。断面はⅤ字状を呈す。

S KlOに付随するものと思わ

れたが、断面の観察から別の遺

構と考えられる。下層中央部の

ぺトぺトした層（7◎8層）は、

後世に小動物が通った痕跡と思

われ、SKlOを突き抜け南壁ま

で至っていた。

遣物は少なく、須恵器杯片◎

竃の脚部片などを出土する。

58－1は土師器の嚢の日録部

である。大きく広がる目線の端

部を丸く収める。

奈良時代以降と思われるが、

SKlOとの切り合いからそれ

より古いものと考えられる。

＄◎『可（第59圏）

7～9G rにかけて検出した

弥生時代の溝状遺構のひとつ

で、一番西に位置する。幅1～

上1m、深さ約40cmを測り、

逆台形の断面を呈する。南側は

1．暗オリーヴ灰色土（細砂磯少し含む）
2．暗オリーヴ灰色砂質土

（細砂礫層を帯状に混合。ザラザラ）
2′．暗オリーヴ黒色粘質土（2より暗く砂質）
3．灰色砂質土

（地山土中ブロック若干含む）
4．暗オリーヴ灰色砂質土（しまっている）
5．灰色土
6．オリーヴ黒色粘質土（ソフト）

1．暗灰黄色土
（やや砂質でザラザラ、黒褐色粘質土
中ブロック少し含む）

2．黄褐色砂質土
（中砂磯多く含み、ザラザラとして硬い）

31暗灰黄色砂質土
（黒褐色粘質土中ブロック少し含み、
硬くしまっている）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
」＿」＿＿＿＿」＿＿」＿」＿＿」＿－　　　　！

第59図　ⅡE区SDll◎12実測図（S＝1：40）

S KHに切られる形で、北東から南西方向に走る。北側は調査区外へと延びている。SD08とは15

m程離れており、方向も異なる。

遣物（第60図1e2）は、溝の中央部下層で数片出土している。1は3～4本の沈線を施す複合目

線の嚢で、内面は頸部まで削りがきており、松本Ⅴ－1様式に入る。2は松本Ⅲ－2様式に入ると思

われる賓である。

遺構の性格は不明であるが、SDllは弥生時代後期前葉に埋まったものと考えられる。

＄珍瑠2　藍第5馴削

SDllのすぐ東に並んで南北方向に走る、浅い溝状遺構である。幅0。6～1。7m、深さ約10
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誇
1．2はS D11

3．4．5はS D12

第60回　ⅡE区SDll◎12出土遺物実測図（S＝1：3）

cmを測り、SDll同様南側がS Kllに切られる。埋土はSDllよりやや荒い砂質土である。

出土遣物（第60図3～5）3は日録部に3条の凹線を施す、弥生時代中期後葉の嚢である。4は

弥生土器の嚢or壷の底部である。5は弥生時代前期後葉から中期前葉と考えられる賓の日録部破片

である。逆L字状を呈し、上面に平坦面を作る。

遺構の性格は不明であるが、SD12はSDllよりやや古く弥生時代中期後葉に埋まったものと考え

られる。

SD130　40r帽0瑚6017　畑語劉誹酎

7G rから9G rにかけて位置している、浅い溝状遺構である。6層を剥ぎ取った段階で検出した。

幅は0．25～1．10m、深さ8cm前後の規模であり、SD13は南側をSKllに、北側をSK16に切ら

れている。SD14e15はやや南寄りの東西方向、SD16e17は南北方向に走っている。SD16e17

は北側を古墳時代の遺構であるSD07に切られている。いずれも遺物がほとんどなく、時期と性格

は判別しがたいが、弥生土器と思われる小破片がわずかに見られることや、6層の下の灰色粘質土

（地山）に掘り込まれていることや遺構の切り合いなどから、弥生時代の遺構と推察される。

S随頂＄　藍琵望＄閏）

7G rの調査区北側から東西方向に延びる溝状遺構である。SKllに切られている為、わずかし

か検出できなかった。全体の規模は不明であるが、幅は約1。5mと推定される。断面はSKllに切ら

れているため正確な形状が把握できないが、北壁セクションの観察ではⅤ字状を呈しており、深さ

0．6mを測る。

6層の下の灰色粘質土（地山）に掘り込まれていることから、弥生時代の遺構と思われるが、遣物

は出土しておらず、時期は特定できない。
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第61図　ⅡE区遺構外出土遺物実測図1（S＝1：3）
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第62図　Ⅱ巨区遺構外出土遺物実測図2（S＝1：3）

遺構外出丑遺物　《第馴巨㊨別離

古墳時代後期から終末期の遣物を中心に、主に遺物包含層である5A層から出土している。

1～9は須恵器である。杯蓋（1～3）のうち、1は肩部に2条、日録内側に1条の沈線が入る高

広IB期に相当する。4～7の坪のうち、4は高広I B期、5◎6はⅡA期に比定される。7は山本

編年Ⅱ期に相当すると思われるが、器高が低い。8は高坪の日録部であり、9の脚部には透かしの切

れ込みが上段に入るものである。これらの遣物は古墳時代後期から終末期にかけてのものである。
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10～29は土師器である。10は日録に1条の沈線を入れて段を作り、11はやや外反する日録で全面に

赤色塗彩が施されている。12◎14は単純日録の賓であるが、12の端部は内側に屈曲する。13はやや

ダレた複合日録である。15は鼓形器台の脚部破片、16はやや外反する日録の高杯の坪部で、17～20

は高坪の脚部である。17は円形の透かしが入る。いずれも古式土師器に相当するものと考えられる。

21～23は嚢の日録部であるが、21はくの字状、22は大きく外反し、23は厚く短く外反する。22は

甑の可能性もある。いづれも胴部は張らない形態である。24は鉢と思われる日録であるが、逆L字

状を呈し、上面に浅い凹みをもつ。時期は不明である。25◎27は甑の破片で、25は牛角状の取手

部分、27は底部にあたる。26◎28は竃の破片で、耳部分（26）と脚部分（28）である。内面には

縦方向の削りが施される。29は埴輪片で、タガ部分にあたる。欠損部が多いが、タガ突出部は14mm

を測る。外面に縦パケ目、内面に削りがわずかに認められる。埴輪片はI区でも1点出土しており、

近くに古墳の存在を窺わせる貴重な資料である。30は紡錘車である。半分が欠損しているが、砂岩

質で最大径4。4cmを測る。31は砥石で表◎裏と側面を使用している。材質はきめ細かな砂岩である。
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第遜節　EW匿の調査

調査区㊨概要　《磯風別離

ⅡE区に続く区画道路部分（Ⅱ区）の西側部分で、幅6mx長さ82mの細長い調査範囲である。

調査前の表土の標高は西側で5。23m、東側で4。95mを測り、西高東低の地形である。

表土を重機で掘削したのち、西から5mごとに1～17G rを設定した。ⅡE区と同じく遺構検出

面が2面あり、古墳時代を第1両（6層上面）、弥生時代を第2面（9層上面）とした。第1面の標

高は西側で約4。7m、東側で約4。3mである。第2面の標高は西側で約4．5m、東側で約4．1mである。

いずれも西から東へと下っている。平均で6層は20cm、9層は40cm堆積している。6　◎　9層は細

砂礫を少し含む粘質土であるが、6層はややシルト質で、9層は固くしまっている。ともに沖積作用

により南山から運ばれて堆積したものと考えられる。6層からは土師質の土器砕片が若干出土してい

る。第2面に掘られる遺構が弥生時代後期初頭で終わること、第1両の遺構が古墳時代前期前半に始

まることから、6層はこの間に堆積したものと考えられる。9層以下はトレンチによる確認のみであ

るが、9層の下には厚さ約20cmの粘質土（10層）が堆積しており、黒色（A）～灰色（E）まで

層状に堆積している。

11◎12層はきめ細かな灰色土で旧神戸川による堆積層と考えられる。

第1面では7G rの北側で竪穴式住居跡を1棟、3～16G rの間に掘立柱建物跡を10棟、溝状遺

構を4本、土坑を5基検出した。また、不明遺構としてSXOl e02を検出した。1～4G rで東西

に走る浅い清（SDOl）を検出したが、3層に掘り込まれており、I区のSDOlと同じ現代の用排

水路跡と考えられる。

第2面では14G rから東端までに溝を3本、土坑を5基検出し、西側で4　◎　5G rにまたがる溝

を検出した。

ニコ帖〔）．：i t藷rS．′三コ1岡1

6～7G rにかけて位置する竪穴式住居跡である。遺構範囲は調査区の北で切られている。当初は

土坑として掘りはじめたが、平面プランが隅丸方形を呈し、掘り方が深さ35cmで底面がほぼ平らで

あることから竪穴式住居跡と考えられる。検出面の最も長いところで5。4mを測るが、西側は一段浅

いステップ状になっており、l辺約4mの規模になると考えられる。壁際に柱穴を1穴確認した。径

50cm前後深さ10cmを測り、掘り方から径10cm程度の柱が建っていたものと思われる。1～3′層

の覆土の下に地山ブロックを含む黄灰色粘質土（4層）が広がっており、これが生活面か貼り床と考

えられる。

中層から土師器嚢の胴部破片（65－3）が底面から浮いた状態で出土している。外面にやや荒い

横方向のパケ目を施す。65－2は土師器高坪の破片である。2点とも古墳時代の遣物であるが時期

を決定できるものではない。唯一下層から出土した須恵器の坪身日録片（65－1）があるが、これ

も小破片であり時期を決定する資料としては弱い。しかし、第1遺構検出面である6層に掘り込まれ
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L＝5．0m

1．黒褐色土（耕作土）
2．オリーヴ褐色土（しまっている）
3．黄灰色粘質土（ややソフト）
4．黄灰色土（やや暗く粘質、土師質土器片含む）

5A．黒褐色粘質土・（小炭化物少し含む）
5B．オリーヴ黒色粘質土（5Aよりソフトで粘質）

6．暗灰黄色シルト質粘質土（オリーヴ黒色粘質土小ブロック含む）
6′．暗オリーヴ灰色粘質土（6よりやや砂質）
7．黄灰色粘質土（ソフトできめ細かい）
8．灰オリーヴ色粘質土（かたくしまっている）

8′．灰オリーヴ色粘質土（8よりやや明るい）
9．オリーヴ灰色粘質土（かたくしまっている）

10A．黒色粘質土（きめ細かい）
10B．オリーヴ黒色粘質土

（オリーヴ灰色粘質土と黒色粘質土の柵かな混合層）
10C．灰色粘質土
10C二　灰色粘質土（10Cよりやや明るい）
10D．灰色粘質土（10Cよりやや暗い）
10D二　灰色粘質土（10Dより明るい）
10E．オリーヴ黒色粘質土（10Bより明るくソフト）

11．灰色土（オリーヴ黒色粘質土と12を混合）
12．灰色土（11よりきめ細かい。粘性なし）
13．灰色粘質土（きめ細かい。7に似る）
14．オリーヴ灰色粘質土（かたくしまっている。9に似る）
15．オリーヴ灰色砂礫層（中、大砂礫多い）
16．オリーヴ灰色砂礫層（細砂礫多い）

微粒炭化物を多く含む層

ア．灰オリーヴ色粘質土
ィ．灰色粘質土
り．灰オリーヴ色粘質土
工．灰色砂質土

オ．黄灰色土（きめ細かい）
力．オリーヴ灰色粘質土
キ．灰色粘質土

ク．オリーヴ灰色粘質土（かたくしまっている）
ケ．オリーヴ灰色粘質土

第63図　ⅡW区遺構配置図・北壁土層図（遺構S＝1：300　土層S＝1：75）
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一竿一
1。黒褐色粘質土

（地山土中ブロック少し含む）
2．黒褐色土

（1より地山土中ブロック多く含む）

2．黒褐色土（やや粘質）
2′．黒褐色土

（2より明るく、黒褐色土と地山土中ブロックが混合）
3．黒褐色土

（暗灰黄色粘質土の地山中ブロックを多く混合）
3′．黒褐色土

（3より明るく、地山中ブロックを多く含む）
4．黄灰色粘質土（地山中ブロック若干含む）

5。黒褐色土（地山中ブロック少し含む）
5′。黒褐色土（5より明るい）
6．黒色土（粘質で地山中ブロック少し含む）
7．黄灰色土（地山土中ブロック混合）
8．黄灰色土（黒褐色土と地山土との混合層）
9．黄灰色粘質土（黒褐色土と地山土がブロック状に混合）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
1　　　　　　　　　－　＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿＿＿＿　　！

1から6までいずれも細砂礫。微小炭化物を少し含む

第64図　ⅡW区S101実測図（S＝1：40）

ていることから、SIOlはおおむね古

墳時代後期の範噂に入るものと考えら

れる。

＄B◎L］藍琵6西岡）

ⅡW区の東側であ14G rに位置す

る掘立柱建物跡である。1間×1間の

3本の柱穴を検出したが、北側は調査

区外へ続く。柱穴は径が40～60cm、

深さ30～50cmを測る。

東西2．7m、南北3。Omを測り、南北

方向を軸とすると主軸はN－75。50－

Eを指向する。

遣物は黒褐色土の埋土から土師器の

小片がわずかに出土するのみで、時期

1

0

L＿、－　　　1Pcnl

第65図　ⅡW区S＝〕1出土遺物実測図（S＝1：3）

の特定は難しいが、概ね奈良時代以降にあたると考えられる。

ー67－



へ　　　　　J

ト　　　さl

E　　　へ　　こ

董卓妄
章二妻妾

意義璧締
I I

t t t

▼－　　　　　　　　N nつ

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
！．．．．！　　　　　　　　　！

3

第66図　ⅡW区SBOl実測図（S＝1：60）

＄Bの2（第67図）

SBOlの南で検出した掘立柱建物跡である。柱穴は径20～30cmとSBOlより小さい。深さはバ

ラツキがあり、浅いもので15cm、深いもので55cmを測る。柱間は1．7～2．1mで、東西に4間

（7．8m）、南北に1間（1．8m）以上と柱穴の大きさに比して規模は広い。軸はSB03やSB07と

はぼ同軸になり、N－55．50－Eを指向し、南の調査区外へ広がっている。

S防◎3（第6品図）

東西3間×南北2間の総柱の掘立柱建物跡であるが、南側の4穴は南壁付近で検出しており、調査

区外へ広がる可能性も考えられる。倉庫跡と考えられるが、やや大型の建物規模は東西5．2m、南北

3．6m以上を測る。柱穴規模は、径50～75cm e深さ30～44cmを測る。ほとんどの柱穴は円形の

プランであるが、Pl e　7のようにやや隅丸の方形プランを呈するものもある。土層断面から柱根跡

が観察され、落ち込みを見ると径15cm前後の柱が立っていたものと考えられる。柱間は東西方向の

ものが1．7mで、南北方向のものが1．85mとやや長い。方向は東西を軸とした場合、N－54。50－

Eを指向する。これはSB03の東側に位置するSB02。07とはば同軸であることから、この3つの

建物は同時期に建っていた可能性が考えられる。

遣物は土師器の小片がほとんどであるが、須恵器の小片もわずかに出土する。68－1e　2は須恵

器蓋坪の坪身で、それぞれ高広編年のⅡA eI Bに比定される。これらの遣物からSB03は古墳時

代後期から終末期にかけて埋まったものと考えられる。
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＄B◎砲相関劇副

SB03の西で検出した、総柱の掘立

柱建物跡である。東西2間（3。5

m）×南北3間（4。Om）の規模を持

つ倉庫跡と考えられる。南側のP4　e

8◎12は一部調査区外へ入っている。

規模的にはSB03と類似しているが、

主軸はN－270－Wを指向し、やや東

に振っている。これはS BO5e06と

ほぼ同軸になる。柱間は東西方向が

上75m、南北方向が1．30mを測る。

柱穴は径60～85cm、深さ55～

86cmを測るものがほとんどである

が、P7は深さが15cmと浅く小さい。

プランはいずれも円形または不定型を

呈する。柱穴の掘り方から推察すると、

径15cm程度の柱が建てられていたも

のと考えられる。Plには桂根と思わ

れる木片が底面で確認されている。ま

た、P4　◎　P12の中層には根石と考え

られる人頭大の礫が数点出土してい

る。

遺物は主に土師器と須恵器の小片が

出土している。第70図1～6は須恵

器である。1。2は高広ⅡA期に相当

する杯身、4は高広I B期に入ると考

えられる蓋である。3はやや器形の低

い坪、5は高坪の口綾部破片である。

6は復元すると径36cmに達する大型

の皿で、日経端部内側に小さな稜を持

つ。7～9は土師器の賓の日録破片で

ある。10は土師器の高杯脚部で3方に

径7mmの穿孔が施される。3　◎　6は

8世紀後半に入るものと相定されるこ

とから、SB04は奈良時代の掘立柱建

物跡と考えられる。
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第67図　ⅡW区SBO2実測図（S＝1：60）
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0

1．黒褐色粘質土
（ややソフト。地山土中ブロ
ック少し含む）

2。黒褐色粘質土
（1よりソフト。地山土中ブ
ロックを若干含む）

3．時灰黄色粘質土
（黒褐色土と地山土のブロッ
クがマーブル状に混合）

43暗灰黄色粘質土
（3と同じだが、黒褐色土の
混合が少ない）

5．暗灰黄色粘質土
（3と同じだが、黒褐色土の
小ブロック少し混入）

1～4層ともに細砂磯。微
小炭化物少し含む

10cm
！．．．．1　　　　　　　　　！

第68図　ⅡW区SBO3e出土遺物実測図（遺構S＝1：60　遺物S＝1：3）
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1．黒褐色土

1′・黒褐色土（1より粘質で灰オリーヴ色粘質土の地山小ブロック少し含む）
2．黒褐色土（黒褐色土と地山土がブロック状に混合）
2′．黒褐色土（2より暗く、地山土ブロック少ない）
3．黒褐色土（やや粘質）

4．黒色粘質土（ソフト。地山土小ブロック少し含む）
5．オリーヴ黒色粘質土（ソフト）

6．灰色粘質土（黒褐色土と地山土がブロック状に混合）
7．黄灰色粘質土

1・1’・3・4は細砂礫・微小炭化物少し含む

第69回　ⅡW区SBO4実測図（S＝1：60）
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第70図　ⅡW区SBO4出土遺物実測図（S＝1：3）

＄Bの5（第㌢開削

SB04の西で検出した掘立柱建物跡で、南側は調査区外へ広がっている。東西3間（6・2m）、南

北2間（3m）以上のやや大型の建物規模である。柱間は南北が1・45～1・50m、東西方向がやや長

く2．0～2．1mである。柱穴はP7を除いて、径60～95cm、深さ30～60cmを測る。柱穴のプラン

はほとんどが円形または楕円形であるが、隅丸方形に近いものも見られる。掘り方の形状から径10

～20cm程度の柱が建っていたものと考えられる。東西ラインを主軸とすると、N－610－Eを指向

し、SBO4e06と同方向となる。

遣物（71－1）は土師器の高坪接合部がPらから出土している。外面には縦方向のパケ目が観察

され、赤色塗彩が施される。その他土師器と須恵器の小片が出土しており、時期の特定は難しいが古

墳時代終末から8世紀前葉の間に相定される。

＄臨◎西（第72図）

SB05の西3Grに位置する総柱の掘立柱建物跡である。東西方向2間（3．8m）×南北方向1間

（1．75m）以上で、南の調査区外へ広がるものと思われる。東西間には柱間に小柱穴が存在する。こ

の小柱穴は径25cm前後、深さ10～30cmと小さく、補助柱と考えられる。その他の柱穴は径50～

85cm、深さ18～63cmを測る。柱穴の平面プランはほとんどが不定型の楕円形であるが、P5は隅

丸方形に近いプランを呈する。東西ラインを主軸とした場合、N－63。50－Eを指向し、SBO4e

05とほぼ同方向になる。全体の規模を掌握しきれないが、SB04と同じく倉庫跡と考えられる。

遣物は須恵器と土師器の小片がわずかに出土しているが、須恵器の高坪日録片（72－1）は高広
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1．黒褐色土

（やや粘質で地山土中ブロックを混合）
2．黒褐色粘質土

（暗灰黄色の地山土中ブロック混合）
3．黒色粘質土（地山土中ブロック少し混合）
4．黒色粘質土（黒色粘質土と地山土がブロック状に混合）
5．黒色粘質土

1。2e3。5は細砂磯。微小炭化物少し含む

第71図　ⅡW区SB05。出土遺物実測図（遺構S＝1：60　遺物S＝1：3）

編年ⅡB～ⅢAに比定でき、概ねSB05と同時期になるものと考えられる。
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1．黒褐色粘質土
（ややソフト。地山土中
ブロック少し含む）

2．黒褐色粘質土
（1よりソフト）

3，黒褐色粘質土
（1e2より明るく、地山
土中ブロック多く含む）

4．黒褐色粘質土
（3より暗く、ソフト）

1～4ともに細砂磯。微
小炭化物少し含む

第72回　ⅡW区SBO6e出土遺物実測図（遺構S＝1：60　遺物S＝1：3）

S芯の7　藍第73岡）

調査区の東側SB02の約5m東に位置する掘立柱建物跡である。径50～60cm、深さ36cm程度

のSB03と同様の柱穴を3個直線上に検出しそぉり、東西方向で3。1m（1．5mx2間）を測る。南

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
－－1－－－－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－　－－－　　　　．・－－‾ll l　‾　‾‾　‾‾’－－

第73図　ⅡW区SBO7実測図（S＝1：60）
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の調査区外に展開するものと考えられる。

遣物はなく時期の特定はできないが、軸が

N－560－Eを指向し、SBO2◎03と同方

向になることから、同時期の建物と推察さ

れる。

SB◎品　藍篤習埠闘う

SB03の北に位置する据立柱建物跡であ

る。当初、調査区の北壁際で4穴を東西方

向に柱列状に検出した。径60～80cm、深

さ46～66cm程度の柱穴であるが、調査区
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第74図　ⅡW区SBO8実測図（S＝1：60）

内に対応する柱穴はなく、北側の調査区外へ展開する建物跡と考えられる。柱間2mx3間（6m）

とSB03より大きな規模をもつ。軸はN－59．50－Eを指向し、SBO9elOとはぼ同軸になる。

遺物は土師器の小片をわずかに含むのみで、時期の特定は難しいが、SB03より古いものと考え

られる。

第75図　ⅡW区SBO9実測図（S＝1：60）
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第76図　ⅡW区SBlO実測図（S＝1：60）

S臨◎9（第75園）

SB04の西、SIOlの南に位置する掘立柱建物跡である。東西2間、南北1間以上になり、南の

調査区外へ広がる。柱間は東西方向が約3．0m、南北方向が約上8mを測り、東西にやや長く6mに

達する。柱穴は長径35～50cmを測る楕円形ゐ平面プランを呈し、深さ25～37cmを測る。東西方

向を車由とした場合N－58。50－Eを指向する。

遣物は土師器の小片をわずかに出土するのみで、時期の特定は難しいが、古墳時代後期から終末期

に入るものと考えられる。SB04とは位置が近過ぎ、また、軸もずれることからやや古い建物と思

われる。

馴那◎錯那瑚副

SB09の西5G rに位置する据立柱建物跡である。径60～75cm、深さ40～68cmの柱穴規模で、

やや隅丸方形の平面プランを呈している。東西4mx南北2．5mの長方形の建物規模で東西に長く、

南側の東西間には浅い柱穴が入る。軸はN－58．50－Eを指向し、SB09と同軸である。また、SB

09との間は約4。5mあり、1間を上5mとした場合3間分にあたることから、SB09と同時期の建

物と考えられる。しかし、遣物はほとんどなく断定Lがたい。SB05よりやや古いと思われ、古墳
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時代後期から終末期に相当するものと考えられる。

陛◎2◎2　《第訝開削

2G rの北側に位置するピットで、長径55cm◎

短径34cm e深さ20cmを測る。埋土中から珪化木

（77－1）が1点出土している。途中で破損してい

るが、砥石として使われていた痕跡が認められる。

時期は特足しがたいが、層序と埋土から、古墳時代

後期から奈良◎平安時代にかけてのものと思われ

る。

＄X㊥1（第7昌曙）－

調査区の東端に位置する浅い（深さ約20cm）落

ち込み状の遺構である。包含層の5A層を掘り下げ

た6層上面で検出した。一部が調査区外へ広がって

おり、規模と形状を掌握できないが、最大幅で8．5

mを測る。底面でピットを2穴検出したが、P－1

には拳大の礫が数点重なって埋まっていた。このピ

ットを柱穴とする住居跡の可能性も考えられるが、

1．黒色粘質土

（暗灰黄色土中プロッ　？l日．－　　　　5Pcm
ク含む）

2。黒色粘質土

［　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

i，l l，！　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　」

第77図　工W区PO202e出土遺物実測図
（遺構S＝1：15　遺物S＝1：3）

推測の域をでない。

埋土から古式土師器がまとまって出土している（第79図1～9）。1は小型丸底壷、2は日録に緩

い稜をもつ単純日録の嚢である。3～5はややダレた稜をもつ複合日録の嚢である。5の肩部内側に

は2mm幅の浅い溝が1本沈線状に巡っている。7は口径24cmを測る大形の賓で、日録端部と稜を外

側へ引き出す。8は端部が内側に屈曲する単純目線の賓で、体部はほぼ球形である。体部外面は横パ

ケメ調整で、一部剥離痕が認められる。肩部外面には幅4mm長さ16mmの刺突文が施されるが、2

点のみで、外周を巡らない。この刺突文は通称ボウフラ文と呼ばれ、畿内布留嚢に多く見られるもの

である。9は刺突痕aをもつα接続法による高坪である。

これらの土器のうち1は松山編年Ⅱ期古段階、2はⅢ期とやや新しいが、他は概ね松山編年のI期

新段階に相当する。2は混入と考えられることから、SXOlは古墳時代前期中葉に廃棄′されたもの

と思われる。

忘X◎2　吐藷63岡）

4G rで検出した浅い落ち込み状遺構である。一部がSB05とSD05に切られている。北側と南

側が調査区外に広がるが、全体として東西方向に向かっている。幅は最大で5mを測り、断面は皿状

を呈している。遺構の性格は不明である。覆土の黒褐色粘質土からはほとんど遺物は出土していない。

しかし、SBO5◎　SD05に切られることから、古墳時代終末期には埋まったものと推察される。
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1．黒褐色粘質土（微小炭化物少し含む）
2．黒褐色土

（1より明るく、サラサラしている。灰オリーヴ
色粘質土の地山ブロックを含む）

3．灰色土（黒褐色土と地山土がブロック状に混合）

華

第78回　ⅡW区SXOl実測図（遺構S＝1：60　遺物S＝1：9）
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第79図　ⅡW区SXOl出土遺物実測図（遺構S＝1：3）
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第80回　ⅡW区土器溜り実測図（S＝1：40）

土器溜り　《第路の図》

10～llG rにかけて包含層の5A層を掘り下げていく段階で、土師器を中心に土器破片が集中し

て検出された箇所である。この土器溜りの下で、溝状遺構のSDO6e O7e08を検出している。

出土遣物（第81図）1～3e5◎6は土師器の賓で、目線が逆ハの字状に開くもの（1～3）、外

反するもの（5）、短く開くもの（6）がある。4は須恵器高坪の日録部で7世紀前半期に相足され

る。7e8e9は土師器の竃の破片で、7e8は脚部、9は胴部から庇部分である。10は土製支脚

で、脚部を欠損しているが、二叉で胴部中央に深さ2．5cmの孔が穿たれている。11は磨石である。

遣物の中にはSD08と接合するものもあり、土器溜りはこれらの溝状遺構に付随するものと考えら

れる。遣物から居住区域としての性格が強い。

SKの瑠　《第6別離

16G rの両壁付近で検出した円形のプランを呈する土坑である。南側が調査区外になるため約半

分の調査にとどまったが、径0。9m深さ10cmを測る。黒褐色土の埋土の底層部には灰色粘質土の地

山中ブロックを多く混合し、形態は約20m東に位置するⅡE区のSKOlに類似している。

遣物はほとんどなく時期の特定は難しいが、SXOlに掘り込まれていることから、古墳時代中期
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第81図　ⅡW区土器溜り出土遺物実測図（S＝1：3）
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SKO3

1．黒褐色粘質土
（細砂磯e微小炭化物含む）

一〆。I
L＝4．5m

1．黒褐色粘質土
（細砂磯e微小炭化物を少し含み
地山土中ブロックを混合）

1m

！．．．．i　　＿＿＿＿＿＿＿＿　　　」

L＝4．5m

1，黒褐色土（細砂磯e微小炭化物含む）
2．黄灰色粘質土

（黒褐色土と地山土の小ブロック混合）

10cm
？．．．．…　　　！

第82回　ⅡW区SK02。03eO4e SKO3出土遺物実測図（遺構S＝1：30　遺物1：3）

以降の土坑と考えられる。

SK◎20◎30◎4（第品2図）

調査区の西端l e2Grで検出した土坑群で、はば同時期の遺構と考えられる。いずれも長径1．25～

1．50m、短径0．9m、深さ10～15cm程度の規模を持ち、楕円形のプランを呈する。SK02は西側が調査区

外へ広がるが、ほぼ同様の形態になるものと推察される。SK03からは土師器の餐（82－1）が1点出土

している。古墳時代後期以降のものと思われるが、遺構の性格は不明である。

SK◎5（第品3図）

10G rの土器溜りの下で検出した、径0．9m深さ15cm程の中土坑である。遺構の一部は南の調査

区外へ続く。上層の黒褐色土からは、内外面を赤色塗彩した土師器坪の日録片（83－1）が出土し

ている。その他、竃の破片と思われる小片を何点か出土するが、土器溜りの土器片と接合するものも

あることから、SK05と土器溜りはほぼ同時期のものと考えられる。
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＄隠◎6　藍第紗那副

16G rの9層上面でSD13とともに検

出した。SD13を切っているが、弥生時代

の遺構と思われる。長径1。7m、短径1．5

mの楕円形を呈し、深さ45cmを測る。土

層は地山土の小ブロックを含んだ黒褐色

粘質土が層状に堆積しており、少なく　と

も1回の掘り直しが観察された。遣物は

出土しておらず、遺構の性格ははっきり

しないが、廃棄土坑と考えられる。

：与に〕√二1iE　ざ：瓦善63聞き

4G rに位置する細い溝状遺構である。

SX02を切っている。最大幅0。6m深さ

18cmを測る。途中で消失しているが、北

壁土層で確認されることから直線的に南

北に走るものと思われる。遣物は

赤色塗彩された土師器の杯の破片

と須恵器の小片が出土している。

時期の特定はできないが、SX02

を切っていることから、古墳時代終

末期から奈良時代にかけての遺構と

考えられる。

＄診◎6⑳◎習⑳◎丞　相細劇副

土器溜りの下で検出した溝状遺

構である。S D O6　◎　07は幅約

40cm深さ約15cmを測り、1。8m

間隔でほぼ平行に南北に走ってい

る。SI〕08がその中央を同方向に

走る。北側に向かって広がる部分

でSDO6◎07を切る形になる。

全体の規模◎形態が分からず、

推測するしかないが、上で検出さ

れた土器溜りとの関係から、何ら

かの居住施設が想像される。

（．人）

t

脚一二擁
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第83回　ⅡW区SKO5・出土遺物実測図
（遺構S＝1：30　遺物1：3）

一ヴ灰色土（オリーヴ灰色土とオリーヴ黒色土がブロック状に混合）
ヴ灰色土（オリーヴ灰色土と暗オリーヴ灰色土がブロック状に混合）
ヴ灰色土（2Aと同じだが、ブロックが小さい）
ヴ灰色土（オリーヴ灰色土と暗オリーヴ灰色土がブロック状に混合）

ーヴ灰色土（オリーヴ灰色土と暗オリーヴ灰色土がブロック状に混合）

1．暗オリ
2A．オリー
2臥　オリ1
2C．オリー
2D．オリー
3．暗オリ
3′．暗オリ
4．オリー
5．オリー
6．オリー
7．黒色粘

ーヴ灰色土（オリーヴ灰色粘質土の小ブロック含む）
－ヴ灰色土（3より暗く、粘性強い）
ヴ黒色土（暗オリーヴ灰色土の小ブロック含む）

オリーヴ灰色土
オリーヴ黒色粘質土
黒色粘質土（緑灰色土の小ブロック多く含む）

2・3e4e7は微小炭化物を含む　？‖　‥！　　1m

第84図　ⅡW区SKO6実測図（S＝1：30）
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遺物はSD07から須恵器高坪の脚

部（86－1）と土師器竃の脚部片

（86－2）が出土している。SD08か

らは土師器竃の脚部片と土鍾（86－

4）が出土している。

SDO9・10（第87図）

14・15G rに位置する弥生時代の

遺構である。9層（オリーブ灰色粘質

土）上面で検出した。SD09がSD

lOを切る形で掘られている。

SD09は調査区の北壁側から南東

方向に進むが、途中で南に方向をかえ

て調査区外へ続く。幅は約1．8～3．0

mを測る。断面は北側では漏斗形を呈

すが、南側では皿状になる。深さも南

で0．8m、北で1．4mと、南から北に

向かって深くなっており、水が流れて

いたものと考えられ、潅漑用の溝と推

察される。砂礫を含む覆土であるが、

8層以下は粒子が荒くザラザラしてお

り、洪水などにより急激に堆積したこ

とが窺える。

SDlOは東肩をSD09に切られて

いるが、同じく北西から南東方向に走

る。幅は約4．5mと推定される。断面

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　－　　－　　　　　　　　－　　－　　　　　　　　　　　　－

1．黒褐色土
（細砂礫・微小炭化
物少し含む）

2．黄灰色粘質土
（黒褐色土ブロック
混合）

1．黄灰色土
（黒褐色粒子多く含
み、細砂礫含む）

2．黄灰色土
（1と同じだが、や
や明るい）
0

1．黒褐色土
（細砂礫・微小炭化
物少し含む）

2．黄灰色粘質土
（黒褐色土と地山土
との混合層）

2m

第85図　ⅡW区SDO6・07・08実測図（S＝1：40）

＼＼＼

～　　＼

＼
、Ⅰヽ－、　2

⑳4

第86図　ⅡW区SDO7・08出土遺物実測図（S＝1：3）
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0　　　　　　　　　　　　　　　2m
l．．，，l　　　　！

第87図　ⅡW区SDO9◎10実測図（S＝1：60）

は浅い皿状を呈し、底面の標高が北側で3。85m、南側で3．50mと南に向かって下っている。SD

O9同様下層に砂礫を多く含む覆土で、潅漑用の溝と考えられる。

遣物は図化し得なかったが、SD09から弥生時代の賓と考えられる胴部破片と、黒曜石の小剥片

が出土している。

＄Dm　第品◎図3

調査区の西側3～5G rにかけて位置する、幅約7m深さ約0。5mを測る大清である。北西から南

東方向に走る。断面は緩やかな皿状を呈し、明るい粘質土と暗い粘質土が交互に層状に堆積している。

SDO9elO同様9層に掘り込まれており、弥生時代の溝と思われるが、石器片（89－1）が1点

出土するのみで、土器は無く、時期を決定する資料に乏しい。SDO9elOからは50m近く離れてお

り、その間に弥生の遺構は存在しない。

馴計臓周瀾潤開削

調査区の東端16。17G rの9層に掘り込まれる大清である。調査区を北西から南東方向に走り調

査区外へ広がっている。幅は約5．5m、深さは北と南側で70cm、中央部で約90cmを測る。断面は

ゆるやかな鉢状を呈す。南側でやや広くなって東に向かうように見えるが、東側が一段ステップ状に

なっており、この部分（I）が最初に掘られた溝と考えられる。断面の観察からその後少なくとも3

回の掘り直し（Ⅱ～Ⅳ）が行なわれたものと考えられ、新しい溝はやや向きを南に向けて掘られたも

のと思われる。埋土はIとⅡの下層に荒い砂礫が多く堆積しており、洪水等により急激に埋没したこ

－85－



SDO9

1．時灰色砂質土（細砂磯多く含み、もろい）
2．黄灰色土（ややソフト）
2′．黄灰色土（2より粘性有）
3．黒褐色土（やや砂質）
4．黄灰色土（やや砂質でザラザラ）
41黄灰色土（4より粘質）

5－A。暗灰色砂質土（細砂礫多く密）
5－B．灰色細砂（5－Aより粒子細かい）
5－C．暗オリーヴ灰色細砂（ややソフトでサラサラ）
6－A．灰色砂質土（ややソフトでサラサラ）
6－B．灰色砂質土（6－Aより暗く粘性有）
6－C．灰色砂質土（6－Aより砂礫多くザラザラ）

7．黒褐色砂質土（砂礫多く、ザラザラしてもろい）
7′．黒褐色砂質土（7より砂礫少ない）
8．灰色砂（ザラザラ）
9．暗オリーヴ灰色土（やや粘質）
10．暗オリーヴ灰色砂（ザラザラとしてもろい）
11．暗オリーヴ灰色砂（10より暗く砂礫が荒い）

SDlO

l．黄灰色土
2．暗灰黄色砂（ザラザラしてもろい）
3．暗灰黄色砂質土（灰色土中ブロック含む）
4．黄灰色土（やや砂質）
5．灰色土

網かけはSD10　　6濡岩二品土と砂礫が混合）
7す灰色土（6より砂磯が少ない）
8．暗オリーヴ灰色粘質土
9．灰色土

10．灰色土（ややザラザラ）
11．暗オリーヴ灰色砂質土（ザラザラ）
12。暗オリーヴ灰色砂（ザラザラとしてもろい）
13．暗オリーヴ灰色砂（ザラザラとしてもろい）
13′．暗オリーヴ灰色砂（Bより砂粒細かい）
14，オリーヴ黒色砂礫層（中・大砂磯多い）
15．オリーヴ黒色砂礫層（14より砂磯少ない）

2m

」」　　　　　　　　　〕　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第88回　ⅡW区SDO9elO土層図（S＝1：3）

とを窺わせる。この砂礫層の下でさらに土坑状に深く落ち込む部分が4カ所あり、当初はSD13の一

部と考えられたが、それぞれ独立した掘り込みの土坑となり、南からSKO7～10とした。

SD13の遣物は第92図にあげた。1～4　◎　9。10は弥生時代前期前半の土器である。短く外反す

る鉢または嚢の日録で1◎　2　◎　9の端部は丸ぐおさめる。3は壷の胴部破片で突帯状の段の下にへラ

措きの重弧文が施される。同様の重弧文は鹿島町の氏元遺跡出土土器にも参見される。4も同じく段

の下に重弧文の痕跡がわずかに見られる。1◎　3は松本I－2様式に比定される。5は口径23cmの

聾で、松本III－1様式に比定される。6　◎11は無頸壷であるが、6はくの字状に屈曲する日録の上

面に爪痕による文様を巡らす珍しいものである。弥生時代前期後半にあたると思われる。7　◎　8は縄

文時代後期末から晩期初頭の浅鉢と思われる破片で、風化の為調整ははっきりしないが、7には山形

沈線文が施される。いずれも流れ込みと思われる。12は鉢の日録と思われる。13は弥生時代中期中

葉の壷、15。16◎18は中期後葉の賓である。18の胴部外面には貝殻復縁による列点文が巡り、内

面は頸部直下まで縦方向の荒いへラ削りが施される。17は形態的には松本Ⅳ－2様式に相定される

が、頸部までへラ削りが施され、後期前葉に入るものと思われる。19は拡張した目線に4条の凹線

を施す、松本Ⅴ－1様式の賓である。

これらの遣物のうち、1～6は東側のSD13－I層から出土するもので、弥生時代中期中葉までに
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1。暗オリーヴ灰色砂質土

（細砂礫多く含み、ザラザラしてもろい）
2．オリーヴ黒色粘質土（小炭化物若干含む）
3．灰色粘質土（微小炭化物少し含む）

43オリーヴ黒色粘質土（灰色粘質土の地山中ブロック多く含む）
5．灰色粘質土（微小炭化物少し含む）
6．オリーヴ黒色粘質土
7マ灰色粘質土（ソフト）

8．黒色粘質土（灰色粘質土の地山中ブロック少し含み、ソフト）
9．黒色土（細砂磯多く含み、やや砂質）
10．灰色粘質土（オリーヴ灰色粘質土を少し混合）

11。灰色粘質土（10より暗く、黒色粘質土の大ブロックを混合）
12．灰色粘質土（ややかたい）

2e4。6◎7は微小炭化物を多く含む

O

L＿＿．‖！　　＿＿＿＿二jm

第89図　rw区SDlle出土遺物実測図（遺構S＝1：60　遺物S＝1：3）
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第90図　ⅡW区SD13・SKO7・08・09・10実測図（S＝1：60）

埋没したものと思われる。縄文後期未から弥生前期前葉という古い遺物を含むものの、その後、中期

後葉から後期初頭にかけてSD13－Ⅱ～Ⅳ層が埋まったものと考えられる。

SKO7（第91図）

SD13の下で検出した、南壁近くの落ち込みである。半円形の平面プランで南側の調査区外へ広

がっている。SD13に上面を切られるため規模ははっきりしないが、幅約2・5m以上深さ60cm以上

になると推定される。地山の灰色細砂層まで掘り込まれており、最深部は標高2・9mに至る。同じく

SD13の下で検出したSK08の西側を切っている。南壁土層を見ると断面は鉢状で、砂礫を多く含

む砂層と灰色粘質土や黒色粘質土を含む砂質土が堆積している。

遣物は出土していない。SK08との切り合いから、SK08より新しいが、弥生時代中期中葉まで

に埋没したものと推察される。

SKO8（第91図）

SD13の下で検出した落ち込みで、SK07の東に位置する。西側をSK07に切られ南の調査区

外へ広がるものと思われる。断面は鉢状で、規模・深さはSK07と同程度と考えられる。埋土は砂

礫を含む砂質土であるが、5・6・8層はオリーブ灰色と黒色粘質土をブロック状に含み、掘り方の

－88－



2．暗オリ
3．暗オリ
4．時オリ
5．暗オリ
6．暗オリ
7．暗オリ
8．暗オリ

1．オリーヴ灰色土（やや粘質）
上　オリーヴ灰色土

（1より明るく、オリーヴ灰色
粘質土中ブロック含む）

2，時オリーヴ灰色土
（1と同じだが暗い）

3．オリーヴ黒色砂磯土
（オリーヴ灰色粘質土中ブロック含む）

3′．ォリーヴ黒色砂磯土（3より砂礫が少ない）
4．暗オリーヴ灰色砂質土

（灰色粘質土の地山中ブロックを多く含む）
5．暗オリーヴ灰色砂質土

（4よりやや明るい）
6．時オリーヴ灰色土（4の砂質を多く含む）
7．時オリーヴ灰色土（6より暗く、粘性強い）
7′．暗オリーヴ灰色砂質土

（7よりシャリ感有り）
8．暗オリーヴ灰色砂質土

（ややソフトでシャリ感有り）
9．暗オリーヴ灰色砂礫層

10－A

10－B

A′10－C・

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

（中
オ

オ

（10
オ

暗
オ

暗
暗
暗

（オ
暗

暗
（ザ

・大砂礫を多く含む）
ノーヴ灰色砂質土
ノーヴ灰色砂質土

り砂礫が多い）
ヴ灰色砂質土（10－Aより暗い）
－ヴ灰色土（ソフト）
ヴ灰色土

ーAよ

リー
オリ

リー
オリ

オリ
オリ

リー
オリ

オリ
ラザ

ヴ灰色砂質土
ヴ灰色砂質土
ヴ灰色土

ヴ灰色粘質土の小ブロック含む）
－ヴ細砂
－ヴ灰色砂礫層

ザラとしてもろい）

生－，＿＿．＿＿＿－　」　－1

ヴ灰色細砂
ヴ灰色砂礫土（地山土ブロック少し含む）
ヴ灰色砂礫層（中・大砂礫多い）
ヴ灰色土（中砂礫多く含む）
ヴ灰色砂磯土（砂礫が密）
ヴ灰色砂（中砂礫多く含む）
ヴ灰色砂（7よりやや暗い）

4

SKO8

1．暗オリーヴ灰色細砂
2．時オリーヴ灰色砂質土
3，暗オリーヴ灰色砂礫層（中砂礫多い）
4．暗オリーヴ灰色砂（砂礫含む）
5．黒色粘質土とオリーヴ灰色土の地山ブロック層
6．灰色土（砂磯含む）
7．暗オリーヴ灰色砂礫土（中・大砂礫多く含む）
8．黒色粘質土の地山ブロック層

SKO7

1．時オリーヴ灰色細砂
2，暗オリーヴ灰色砂磯土

（オリーヴ灰色粘質土の地山ブロック含む）
3．暗オリーヴ灰色砂礫層（中・大砂礫多い）
4．灰色砂
5．暗オリーヴ灰色砂
6．暗オリーヴ灰色砂（5より暗い）
7．暗オリーヴ灰色土（ややソフト）

9．時オリーヴ灰色砂（やや暗い）
10．暗オリーヴ灰色砂

（砂磯やや細かい）

B′111（君一㍍認諾‰ブ。ック）
12．灰色砂

（黒色粘質土の小ブロック含む）
13．暗オリーヴ灰色土
14．オリーヴ黒色砂礫層

（中・大砂礫多い）
15．暗オリーヴ灰色砂磯層

（黒色粘質土ブロック含む）
16．暗オリーヴ灰色土

（灰色土・地山土e砂磯がブロ
ック状に混合）

17．暗オリーヴ灰色砂礫層
（中・大砂礫多い）

18．暗オリーヴ灰色砂
19．オリーヴ黒色粘質土

（暗オリーヴ灰色砂礫と地山の
混合）

20．黒色粘質土の地山ブロック層

SKlO

l．暗オリーヴ灰色土
（オリーヴ灰色粘質土の地山ブ
ロック含む）

2．時オリーヴ灰色砂礫土
（中・大砂磯多く密）

3．暗オリーヴ灰色砂質土
（地山中ブロック・小炭化物含む）

4．暗オリーヴ灰色細砂
5．暗オリーヴ灰色砂質土

（オリーブ黒色土中ブロック・
小炭化物含む）

6．オリーヴ灰色砂質土と黒色粘
質土の地山ブロック層

7．黒色粘質土と砂磯のブロック
状混合層

網かけはSD13

0

L一一一日　目！　　　＿＿＿＿jm

第91図　ⅡW区SD13e SK07。08eO9elO土層図（S＝1：60）
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第92図　ⅡW区SD13出土遺物実測図（S＝1：3）
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埋め土のように見える。しかし井戸とする根拠には乏しい。

遺物はおもに1～3層から出土している。93－1は突帯文系土器の日録で、端部やや下に付いた

突帯に刻み目を施す。93－2は弥生時代前期前葉の嚢と思われるが、胴部がやや張ることから壷の

可能性も考えられる。くの字状に外反する日録下に明瞭な段をもつ。93－3は口径25。6cmを測る

嚢で、頸部下にへラ措き沈線が1条巡り、内面には横方向のパケ目を施す。松本I－2様式に比定さ

れる。93－4～6は達し字状口緑の嚢で、瀬戸内嚢の影響を受けた賓と思われる。4は頸部下に指

頭圧痕文帯を張り付ける。5◎6は貼付目線で頸部下に4～6条以上の櫛状原体による沈線を施し、

6の目線端部には刻み目が巡る。いずれも松本Ⅱ－1様式に相定される。

これらの遣物からSK08は弥生時代中期前葉には埋没したものと考えられる。

忘：こ色1豆（．幸。富士ン1閑ユニ

中央部にある土坑状の落ち込みである。上面はSD囁13に切られるため正確な規模は不明であるが、

径3。2m深さ70cm以上になるものと推察される。底面はやや凹凸がある。完掘時にやや湧水が見ら

れたが、井戸枠◎その他の施設は検出されず、井戸跡とする根拠には乏しい。SKO7◎08◎10との

新旧関係は平面◎断面ともに判別し得なかったが、遺物の様相からSK09が新しいと思われる。

出土遣物（第94図）1◎2◎11は縄文時代後期末から晩期初頭の鉢と考えられる口緑部破片と底

部である。l◎2には2条の平行沈線文が施され、山陽の竹原式土器様式の影響が思慮される。且且

は高台状に台が貼り付けられている。3は無刻目、4は刻み目をもつ突帯文系土器である。5～9は

弥生時代前期に相当する土器である。5◎6はくの字状に屈曲する日録端部に刻み目を施し、5は松

本I－2様式に比定される。7は浅鉢、8は広口壷の目線部破片である。9は口径24。Ocmの賓で、

目線外面に成形時の指頭痕がわずかに残る。10は口径10cmの小形の蓋である。

これらの遺物から、SK09は縄文土器を包含しながらも、弥生時代中期前葉には埋没したものと

考えられる。SK09が機能したのは弥生時代前期後菓までと推察される。

lJ J

£I・　〕．t
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第93図　ⅡW区SKO8出土遺物実測図（Sニ1：3）
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第94図　ⅡW区SKO9出土遺物実測図（S＝1：3）

3－1く射D　は拍「岡）

SD13の北壁側の下で落ち込み状になる土坑である。底面の標高は3。OmとSKO7～09に比べや

や浅い。黒色粘質土の下の灰色細砂層まで掘り込まれている。6◎7層はオリーブ灰色土と黒色粘質

土がブロック状に堆積しており、掘り方の埋め土のようであるが、井戸枠などは検出されなかった。

出土遺物（第95図1～6）のうち、1～5は緩く外反する嚢の日録部破片である。1e　2は貼り

付けられた端部を玉線状に丸く肥厚するもので、突帯文系土器の流れを思慮させる。6は壷の底部で

ある。いずれも弥生時代前期に相足される。

遺措外出丑遺物（譜96～劉開削

遺構外出土遣物のうち96図－1～97図－28は須恵器である。杯蓋（1～7）のうち、1～3は

いずれも口径12cm強を測り、日録の形状から7世紀前葉に比定される。4～6は7世紀後半～8世

紀後半と考えられ、5は擬宝珠状、6はやや扁平な輪状のつまみをもつ。7は口径21cmにいたる大

′／♂

詰‥二　‾帯：

第95図　ⅡW区SKlO出土遺物実測図（S＝1：3）
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第96図　ⅡW区遺構外出土遺物実測図1（S＝1：3）
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第97図　ⅡW区遺構外出土遺物実測図2（S＝1：3）
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第98図　ⅡW区遺構外出土遺物実測図3（S＝1：3）

型のもので、端部が屈曲する。8～13は蓋杯の坪身である。8は口径に対して器高が低く、底部は

回転へラ削りを施す。9は口径12。4cmを測り、立ち上がりが鋭く屈曲する。10～13は口径10cm前

後の目線である。これらの坪身はいずれも6世紀末から7世紀初頭に比定される。14～18は高台付

の坪の底部である。16の内面には暗文ふうの沈線がわづかに見られ、柳浦編年によるI a類に相当

する。他はいずれも7世紀後半から8世紀前葉にかけてのものと考えられる。19は無高台の杯底部
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で回転糸切り痕が残る。20は目線端部が屈曲する坪、21は高坪の杯部である。22～24は高坪の脚

部で、22e24には透かしの切れ込み痕が見られる。7世紀前半期に相当すると思われる。25e26

は賓と提瓶の日録である。27は嚢の日録部破片で沈線で区画されたなかに波状文が施される。28は

嵐である。日録を欠損しているが残存部で器高10．6cmを測る。頸部には9条からなる波状文が施さ

れ、胴部には2条の沈線の間に刺突列点文がめぐる。大谷4期に比定される。

97図－29～98図－46は土師器である。29～31は逆ハの字状に外反する賓の日録である。32～

34は高杯の師部である。33は小形の椀形を呈し、34は内外面に赤色塗彩が施される。32は内湾し

て立ち上がり、端部は屈曲気味に外反する。松山編年Ⅱ期古段階に相定される。35は高坪の脚部で、

外面は縦方向のパケ目に赤色塗彩が施される。36～38は竃の破片で、36は庇部、37e38は脚部で

ある。39はやや瓦質の土器片で、片面に幅2～3mmの断面Ⅴ字状の溝が掘り込まれるものだが、器

種e用途は不明である。40～42は甑の取手である。

98図43～46は土製支脚である。43e44は一部欠損しているが2又の受部で、43の器高は

15．8cm裾部径11。6cmの大きさで、43の中央部には径1．8cm深さ4。8cm、44には径上6cm深さ

3．2cmの穴が穿たれている。45e46は支脚の脚部である。46の裾部は薄く広がるものである。調

整はナデと指頭痕が顕著で、43e45の脚部内面は削り調整である。

98図47e48は砥石の破片である。46は6面を使用し、縦方向の使用痕が観察される。いづれも

きめ細かな砂岩を使用している。
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第4節　出土遺物割合か色魔た遺跡副生措

出 土 遺 物 I　　　 区 Ⅱ　 E　 区 Ⅱ　 W　 区 合　　　　 計

種　 別 器　 種 （点 数 ） （％ ） （点 数 ） ・‘（％ ） （点 数 ） （％ ） （点 数 ） （％ ）

縄 文 土 器 鉢 0 0 ．00 0 0 ．0 0 7 1 ．8 8 7 0 ．4 5

小　 計 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 7 1 ．8 8 7 0 ．4 5

弥 生 土 器 嚢 1 0 ．1 1 9 3 ．5 9 2 6 6 ．9 9 3 6 2 ．2 9

士宣E 0 0 ．0 0 1 0 ．4 0 4 1．0 8 5 0 ．3 2

高　 杯 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0
鉢 0 0 ．0 0 1 0 ．4 0 2 0 ．5 4 3 0 ．1 9

蓋 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 1 0 ．2 7 1 0 ．0 6
器　 台 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0

そ の 他 0 0 ．0 0 3 工2 0 0 0 ．0 0 3 0 ．1 9

小　 計 1 0 ．1 1 1 4 5 ．5 8 3 3 8 ．8 7 4 8 3 ．0 6

土　 師　 器 嚢 2 7 2 ．8 5 2 9 1 1．5 5 1 8 4 ．8 4 7 4 4 ．7 1

二士ご宣E 8 0 ．8 4 6 2 ．3 9 5 工3 4 1 9 上2 1
高　 杯 7 0 ．7 4 1 4 5 ．5 8 7 1．8 8 2 8 1 ．7 8

杯 2 0 ．2 1 1 1 4 ．3 8 3 0 ．8 1 1 6 工0 2
鉢 0 0 ．0 0 2 0 ．8 0 2 0 ．5 4 4 0 ．2 5

蓋 1 0 ．1 1 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 1 0 ．0 6

甑 1 0 1 ．0 5 5 ㊥1．9 9 3 0 ．8 1 1 8 1 ．1 5
竃 8 0 ．8 4 5 1 ．9 9 7 1．8 8 2 0 1 ．2 7

器　 台 2 0 ．2 1 3 1 ．2 0 0 0 ．0 0 5 0 ．3 2
そ の 他 53 7 5 6 ．6 5 1 1 0 4 3 ．8 2 1 3 8 3 7 ．1 0 7 8 5 4 9 ．9 7

小　 計 60 2 6 3 ．5 0 1 8 5 7 3 ．7 1 1 8 3 4 9 ．1 9 9 7 0 6 1．7 4
須　 恵　 器 嚢 1 0 ．1 1 0 0 ．0 0 2 0 ．5 4 3 0 ．1 9

ーこ土＝．宝E 5 0 ．5 3 0 0 ．0 0 1 0 ．2 7 6 0 ．3 8
高　 杯 2 0 ．2 1 2 0 ．8 0 4 1 ．0 8 8 0 ．5 1

杯 1 8 1．9 0 6 2 ．3 9 2 5 6 ．7 2 4 9 3 ．1 2
は そ う 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 1 0 ．2 7 1 0 ．0 6

提　 瓶 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 1 0 ．2 7 1 0 ．0 6

皿 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 1 0 ．2 7 1 0 ．0 6

蓋 6 0 ．6 3 5 1 ．9 9 8 2 ．1 5 1 9 1．2 1
そ の 他 1 1 8 1 2 ．4 5 6 2 ．3 9 3 8 1 0 ．2 2 1 6 2 1 0 ．3 1

小　 計 15 0 1 5 ．8 2 1 9 7 ．5 7 8 1 2 1 ．7 7 2 5 0 1 5 ．9 1

土　 製　 品 紡 錘 車 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0

土　 錘 3 0 ．3 2 2 0 ．8 0 1 0 ．2 7 6 0 ．3 8

支　 脚 1 0 ．1 1 1 0 ．4 0 7 1 ．8 8 9 0 ．5 7
埴　 輪 1 0 ．1 1 1 0 ．4 0 0 0 ．0 0 2 0 ．1 3

人　 形 1 0 ．1 1 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 1 0 ．0 6
そ の 他 1 0 ．1 1 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 1 0 ．0 6

小　 計 7 0 ．7 4 4 1 ．5 9 8 2 ．1 5 1 9 1．2 1

石　　　 器 紡 錘 車 1 0 ．1 1 1 0 ．4 0 0 0 ．0 0 2 0 ．1 3

砥　 石 0 0 ．0 0 3 1 ．2 0 3 0 ．8 1 6 0 ．3 8
そ の 他 12 1．2 7 0 0 ．0 0 2 0 ．5 4 1 4 0 ．8 9

小　 計 13 1．3 7 4 1 ．5 9 5 1 ．3 4 2 2 1．4 0

陶　 磁　 器 鉢 0 0 ．0 0 1 0 ．4 0 1 0 ．2 7 2 0 ．1 3
皿 1 0 ．1 1 1 0 ．4 0 0 0 ．0 0 2 0 ．1 3

蓋 1 0 ．1 1 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 1 0 ．0 6
す り 鉢 1 0 ．1 1 e　O 0 ．0 0 0 0 ．0 0 1 0 ．0 6

碗 0 0 ．0 0 1 0 ．4 0 0 0 ．0 0 1 0 ．0 6
そ の 他 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 1 0 2 ．6 9 1 0 0 ．6 4

小　 計 3 0 ．3 2 3 1．2 0 1 1 2 ．9 6 1 7 1 ．0 8

瓦　　　　　 器 0 0 ．00 1 0 ．4 0 1 0 ．2 7 2 0 ．1 3

瓦 0 0 ．0 0 0 0 ．0 0 6 1．6 1 6 0 ．3 8

木　　 製　　 品 5 0 ．53 2 0 ．8 0 1 0 ．2 7 8 0 ．5 1

鉄 0 0 ．0 0 1 0 ．4 0 0 0 ．0 0 1 0 ．0 6

石　　　　　 類 2 9 3 ．0 6 1 3 5 ．1 8 3 3 8 ．8 7 7 5 4 ．7 7

種　 別　 不　 明 1 3 8 1 4 ．5 6 5 1．9 9 3 0 ．8 1 1 4 6 9 ．2 9

合 ‘　　 計 94 8 1 0 0 ．0 0 2 5 1 1 0 0 ．0 0 3 7 2 1 0 0 ．0 0 1，5 7 1 1 0 0 ．0 0

表1浅柄遺跡出土遺物集計（実測可能な個数）

本遺跡からは土師器を中心に大量の土器破片が出土している。収納コンテナ（容量27。5の数は

約80箱にのぼる。各調査区の出土遺物数及び割合を表1に示した。（ただし、実測可能な国体数のみ

である）。縄文土器はⅡW区のみ出土しており、弥生土器はⅡW区が最も多く、I区ではわずかしか

出土していない。I区は南のⅡ区に比べ標高も低く、遺構も検出されなかったことから、縄文e弥生
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隠士錘
□支脚
欝埴輪
団人形

弥生土器

表2　器種別出土割合

国賓
掴壷
口高塀
［］坪

□鉢
口蓋
固甑
□竃
魁器台

□蜜
団壷
□鉢
口蓋

時代には生活環境に至っていなかったと考えられる。また、縄文◎弥生土器出土状況を見ると、ⅡE

区の西側、ⅡW区の東側と、Ⅱ区のほぼ中央部に集中しており、当概期の中心と考えられる。居住施

設は確認されていないものの、嚢◎鉢の割合が高く、生活空間の存在を強く窺わせる。本遺跡で最も

多く出土するのは土師器で、3割強を数えるが、種別不明遣物もほとんどが土師質の破片であり、そ

れを合わせると全体の55％に達する。土師器の中には古式土師器も含まれ、古墳時代前期から中

期巨後期◎終末期と継続して遺跡が機能していたことが窺える。須恵器は全調査区から出土している

が、奈良◎平安期に比定される固体もわずかに見られる。坪がほとんどであるが、高輝が1割近く出

土している。ⅡW区でやや多いのは古墳時代後期から奈良時代にかけての掘立柱建物群の存在による

ものと思われる。

表2の器種別割合を見ると、弥生土器◎土師器とも嚢の割合が多く、土師器では移動式竃と甑が約

且割を占める。土製品◎石製品においては、土製支脚e土錘と紡錘車◎砥石が8割強を占める。この

ことから居住生活空間としての性格を強く感じさせる。ただし、本遺跡出土の移動式竃は小形品のみ

で、祭祀目的で使用された可能性もある。陶磁器は全体で1％程しかなく、中世から近世にかけては

衰退期であったと思われる。
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篤5章　　吉子　と　こIと－

本遺跡からは縄文時代後期末から晩期の遺物と弥生時代前期から後期前葉の遣物◎遺構が検出され

た。また、弥生時代終末期から古墳時代初頭と古墳時代前◎中期の遣物と遺構、古墳時代後期から終

末期、奈良◎平安時代、中世から近世初頭にかけて遣物と遺構が検出され、断続的にではあるが、引

き続き人々の生活が営まれた複合遺跡である。縄文時代後期末から晩期の遺物は、ⅡW区のSE且3と

その下のSKO8◎09◎10から検出された。縄文時代の遺構は検出されなかったが、近くに遺跡の存

在が予想される。縄文時代後期の竪穴式住居跡が発見されている湖陵町の御陸田遺跡、縄文晩期の遣

物を出土する三部竹崎遺跡に位置的に近いことから、当時本遺跡周辺においても生活可能だったと推

察される。突帯文系土器（93－1、94－3◎4）と遠賀川系土器（93－2◎3、94－9）を出土

する、遺構（SKO8◎09◎10）があり、縄文晩期から弥生時代前期まで継続して遺跡が存続したこ

とが窺える。また、SK08からは瀬戸内系の達し字状日録の賓が出土しており、北部九州◎山陽地

方との交流が推察される。SDO9◎10は潅漑目的の溝と考えられ、当時水稲栽培が行なわれていた

可能性が考えられる。ⅢE区の西側では弥生時代中期中葉から後期前葉にかけての溝が集中してお

り、SD13（ⅡW区）のような大溝を作る集団が存在したことが想像される。

弥生時代後期後半期においては遺構◎遣物とも見当らない。弥生時代終末から古墳時代初頭にかけ

てはⅡE区SKO8◎09⑳摘のような小土坑のみであるが、古墳時代前期中葉のⅡW区SXOlから

はまとまった古式土師器が出土し、遺構数も多くなる。ⅡE区において、古墳時代前期後半から中期

前葉にかけての住居跡（SIOl）とそれに関連した遺構（SXOl◎　SKO3）が検出され、出雲平野

西南部の当該期の空白が埋められたものと思われる。

本遺跡からは合計17棟の掘立柱建物跡が検出されているが、I区とⅡE区については時期のはっ

きりしないものもあるため、ⅡW区検出の建物について述べると、位置と軸方位から3つのグループ

に分けられる。古墳時代後期から終末期の建物として6棟を検出した。まずSBO2◎03◎07があり、

その後、SBO8◎09⑳10が建てられたものと考えられる。また、終末期から奈良時代にかけてSB

O4◎05◎06が建てられたものと考えられる。ほとんどは総柱の倉庫跡と考えられるが、SBO2◎

09については小屋的なもの、SB05に関してはその大きざから住居跡が推察される。SBO2◎

03◎07とSBO8◎09◎10の建物群の軸差は平均で3。50あり、SBO4◎05◎06の建物群はさらに

約3。50東にふって建てられている。また時期が下るにつれて、建て位置が西に移動しているように

思われる。ⅡW区6　◎　7G rの竪穴住居を古墳時代後期の範疇に入れたが、SB08などの建物と同

時期に存在していたかは資料に乏しく断定はできない。約6m幅の調査範囲での検出で、その全体の

規模は推察するしかないが、建物の密度は高いと言えるのではなかろうか。高坪や赤色塗彩された輝

破片を多く出土しており、単なる集落ではなく、なにか公的な機能をもつ集落としての性格を強く感

じさせるものである。　古志本郷遺跡では近年、律令時代の「神門の郡家」に比定される建物跡が見

つかり、本遺跡はその西方へのルート上に位置する可能性もあり、周辺の調査が期待される。
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出土遺物観察表（土器）

挿 図

番 号
調 査 区 出 土 地 点 種　　　 別

法 量 （単 位 ：c m ）

形 態 ・調 整 の 特 徴 色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　 考

口 径 底 径 器 高

1 0 －2 I S D O l 磁 器

碗

5 ．2 3．3 6 ．3 胴 部 に沈 線 が 巡 る オ リー ブ 灰 色 一 部 に ス ス付 着

1 0 －3 I S D O l 磁 器

碗

6．0 染 付 明 緑 灰 色

1 0 －4 I S D O l 陶 器

措 鉢

1 4～ 1 5本 の ス リ 日 を多 く施 す 。 外 ／褐 灰 色

内 ／ 黄灰 色

1 1 － 1 I S K O 3 古 式 土 師 器

鼓 形 器 台

外 面 はナ デ 、 内 面 は削 り。 に ぷ い橙 色 微 砂 粒 含 む

1 1 －2 I S K O 3 古 式 土 師 器

高杯 （接 合 部 ）

1 8 ．4 口 縁 部 外 面 に 強 い 横 ナ デ 、 外 面 は縦

にパ ケ 目、 内 面 はヘ ラ削 り。

灰 黄 色 微 砂 粒 多 い 。 石 英 ・

長 石 を 含 む 。

1 3 －1 I S K O 6 須 恵 器

杯 身

1 0 ．2 3 ．7 底 部 外 面 は ヘ ラ 削 り 、 胴 部 外 面 は 削

りの 後 ナ デ 。

明 青色 徴 砂 粒 含 む

1 6 －1 I S E O l 土 師 器

賓

1 8 ．4 ロ 緑 部 外 面 に 強 い 横 ナ デ 、 外 面 に縦

の パ ケ 目、 内 面 はヘ ラ削 り。

灰 黄 色 微 砂 粒 多 い 。 石 英 ・

長 石 を 含 む 。

1 6 －2 I S E O l 土 師 器

高杯

風 化 の 為 調 整 は不 明 浅 黄 橙 色 微 砂 粒 含 む

1 6 －3 I S E O l 土 師 器

甑

2 8 ．2 外 面 は 風 化 の 為 不 明 、 内 面 は 横 方 向

の ヘ ラ削 り。　　　　　 督

浅 黄 橙 色 微 砂 粒 多 い

1 6 －4 I S E O l 須 恵 器

杯 身 （口縁 破 片 ）

1 6 －5 I S E O l 須 恵 器

横 瓶 （胴 部破 片 ）

胴部径

2 7 ．8

外 面 は 平 行 タ タ キ の 後 、 5 条 か ら な

る カキ 目 を施 す 。

灰 白 色 密

1 8 －1 I S D O 2 須 恵 器

杯 蓋

1 4 ．1 4 ．3 天 井 部 ～肩 部 に 、 ヘ ラ 削 り 、 一 条 の

洗 練 を施 す 。 目 線 端 内 側 に浅 い 沈 線 。

灰 色 密

1 8 －2 I S D O 2 須 恵 器

杯 身 （破 片 ）

6．0 底 部 は ヘ ラ削 り、 胴 部 は ナ デ 。 灰 色 密

1 8 －3 I S D O 2 土 師器 2 0 ．4 胴 部 外 面 に 細 い パ ケ 目 、 内 面 は ヘ ラ 外 ／ 黄 色 徴 砂 粒 多 い 。 石 英 ・

聾 削 り、 頚 部 に強 い ナ デ 。 内／ 黄 橙 色 長 石 ・雲 母 を 含 む 。

1 8 －4 I S D O 2 土 師器

聾

1 7 ．5 胴 部 外 面 に 細 い パ ケ 日 、 内 面 は ヘ ラ

削 り、 頸 部 に強 い ナ デ 。

灰 白色 微 砂 粒 含 む

1 8 －5 I S D O 2 土 師器 1 5 ．6 胴 部 内 面 は ヘ ラ削 り、 頚 部 に 強 い ナ 外 ／ に ぷ い橙 色 微 砂 粒 多 い 。 石 英 ・ 内 面 に焦 げ痕 有 り

棄 デ 。 内／ 黒 褐 色 長 石 ・雲 母 を 含 む 。

1 8 －6 I S D O 2 土 師器

聾

1 8 ．5 胴 部 外 面 に 縦 パ ケ 目 、 内 面 は ヘ ラ削

り、 胴 部 拡 張 。

外 ／ に ぷ い橙 色

内／ 灰 黄 色

微 砂 粒 多 い

1 8 －7 I S D O 2 土 師器

襲

2 3 ．6 口 緑 は ラ ッパ 状 に外 反 灰 白色 微 砂 粒 多 い

1 9 －8 I S D O 2 土 師 器

賓

1 8 ．8 内 面 はヘ ラ削 り、 頸 部 に強 い ナ デ。 明褐 灰 色 微 砂 粒 含 む 。 石 英 ・

長 石 を含 む 。

1 9 －9 I S D O 2 土 師 器 2 1．8 口縁 端 部 を 薄 く引 き延 ば す 。 頚 部 に 外 ／ に ぷ い 橙 色 徴 砂 粒 含 む 。 石 英 ・ 内面 に ス ス付 着

嚢 強 い ナ デ。 内 ／ に ぷ い 黄 橙 色 長 石 を含 む 。

1 9 －1 0 I S D O 2 土 師 器

襲

1 8．8 外 面 は ナ デ、 内 面 はヘ ラ削 り。 に ぷ い 黄 橙 色 微 砂 粒 多 い 。 石 英 ・

長 石 ・角 閃 石 を含 む 。

1 9 －1 1 I S D O 2 土 師 器

嚢

1 8．5 胴 部 外 面 に パ ケ 目痕 有 り。 胴 部 内 面

は風 化 の 為 調 整 不 明 。

浅 黄 橙 色 徴 砂 粒 含 む 。 石 英 ・

長 石 を 含 む

1 9 －1 2 I S D O 2 土 師 器 1 8．7 胴 部 外 面 は 風 化 の 為 調 整 不 明 。 内 面 外 ／ 明 黄 褐 色 微 砂 粒 多 い 。 石 英 ・

賓 は削 りか ？ 内 ／ に ぷ い 黄橙 色 長 石 を 含 む 。

1 9 －1 3 I S D O 2 土 師 器

襲

1 8 ．5 胴 央 部 よ りや や 上 に 径 1 8 cm の 穿 孔 有

り。 外 面 は ナ デ、 内 面 は削 り。

浅 黄橙 色 微 砂 粒 含 む 。 石 英 ・

長 石 を 含 む 。

1 9 －1 4 I S D O 2 土 師 器

嚢

1 6．1 調 整 はナ デ 外 ／灰 白色

内 ／ 浅 黄橙 色

徴 砂 粒 多 い 。 石 英 ・

長 石 ・雲 母 を 含 む 。

1 9 －1 5 I S D O 2 古 式 土 師 器

襲

1 4 ．0 複 合 口縁 灰 白色 徴 砂 粒 含 む

2 0 －1 6 I S D O 2 土 師 器 2 7．0 庇 部 張 出 長 3 3 cm 。 内 面 は ヘ ラ削 り、 外 ／ 浅 黄橙 色 徴 砂 粒 多 い 。 石 英 ・

襲 庇 部 に指 頭 圧 痕 。 内 ／ に ぷ い 黄橙 色 雲 母 を 含 む 。

2 0 －1 7 I S D O 2 土 師器

婆

2 6 ．2 胴 上 部 内 面 は削 り 灰 白色 微 砂 粒 含 む

2 0 －1 8 I S D O 2 土 師 器 2 0．0 桟 渡 し タ イ プ 。 端 部 は 削 り 、 外 面 は 庇 内 側 ／ 黒色 微 砂 粒 多 い 。 石 英 ・

甑 （脚 部 ） 縦 方 向 の パ ケ 目 、 内 面 は 横 方 向 の 削

り。

外 ／ に ぷ い 黄 色 長 石 を含 む 。

2 0 －1 9 I S D O 2 土 師 器

高年

風 化 の 為 調 整 不 明 浅 黄 橙 色 徴 砂 粒 多 い 、 石 英 ・

長 石 を含 む 。

2 1 －1 I S D O 3 須 恵 器

杯 身

1 1．2 7．0 3 ．4 器 高 低 い 。 底 部 は ヘ ラ 削 り 、 胴 部 は

削 りの 後 ナ デ 。

灰 白 色 微 砂 粒 含 む
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挿 図

番 号
調査 区 出土地点 種　　　 別

法量 （単位 ：cm ）

形態 ・調整の特徴 色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

22 － 1 I 遺構外 須恵器

士不蓋

1 2．2 4．8 肩 部とロ緑 端 部 内側 に 1 条 の沈線 を

入 れ段 を作る。天井 上 は削り。

灰色 密

22 －2 I 遺構外 須恵器

杯身

1 1．7 4．8 底 部 は 回転 へラ削 り。胴 部 か ら上 は

回転ナデ。

外／灰白色

内／青灰色

密

2 2 －3 I 遺構外 須恵器

杯身

1 0．2 回転ナデ 灰色 密

22 －4 I 遺構外 須恵器

杯身

1 1．9 胴 部は削 りの後 ナデ 外／明青灰色

内／灰白色

密

22 －5 I 遺構外 須恵器

杯身

1 4．4 ナデ調 整。返りはほぼ垂 直に立 つ。 灰色 密

22 －6 I 遺構外 須恵器

杯身 （ロ緑部破片）

ナデ調 整 。やや 薄い 器壁 。返 りに比 し

て受 け部が小 さい。

灰色 密

22 －7 I 遺構外 須恵器

材こ蓋

1 1．7 3．7 天 井 部 はヘ ラ切 りの後 ナデ 。肩 部 に

洗 練を入れ段 を作 る。

22 －8 I 遺構外 須恵器

杯 身

1 1．0 回転ナデ 灰白色 密

22 －9 I 遺構外 須 恵器

杯 身

1 0．6 回転ナデ 外／青灰色

内／灰白色

密

2 2 －10 I 遺構外 須恵器

杯身

須恵器

14 ．2 3．7 底 部 は削 りの 後 板状 工 具 による擦 痕

有 り。胴 部は削 りの後 丁寧 なナデ。

口緑 端 部に波線 状 の凹み有 り。

明青灰色 密

2 2 －1 1 I 遺構外 ゴ不

須恵器

8 ．2 底 部は 回転糸 切り。削 り高台付 。 灰白色 密 高 台付

2 2 －12 I 遺構外 杯身

須恵器

9 ．8 底 部 は糸 切り。張 り付 け高 台の端 部 に

沈 線が 入る。

灰色 密 高台付

2 2 －13 I 遺構外 杯蓋

須恵器

ナデ調 整 。端部 はわずかに屈 曲。 灰 白色 密

2 2 －14 I 遺構外 －ここヒご竺E
須恵器

2 6．4 外 面 は縦方 向 の平行 タタキ目、内面 は

円形 当て具痕 。

2 2 －1 5 I 遺構外 恵互E
須恵器

頚 部 に3 本、肩 部 に2 本、胴部 に1 本の

洗 練 を施す 。

灰 白色 密

22 －16 I 遺構外 一こことご宣E

須恵器

6 ．5 底 部 は回 転へ ラ削 り、胴 部 はヘラ削り

の 後ナデ。

外／灰色

内／黄灰色

断／褐灰色

密

2 2 －17 I 遺構外 高年 （杯底部）

土師器

巾2 m m の洗 練 の上 に貝殻 腹 緑 による

刺 突文 が巡 る。

灰 白色 密

2 3 －18 I 遺構外 嚢

弥生土器

2 3．5 肩 部 に刺 突文 、頚 部 に強 いナデ痕 、内

面 はヘラ削 り。

灰白色 微砂粒含 む

2 3 －19 I 遺構外 襲 （口縁部破片）

土師器

調 整 はナデ 。目 線端 部 に平 坦 面をつ

くる。

浅黄橙色 微砂粒含 む

2 3 －20 I 遺構外 賓

土師器

2 6．8 調 整 はナデ

ぬ

浅黄橙色 微砂粒含 む

2 3 －2 1 I 遺構外 賓

土師器

19．0 口端部 は薄くのば す 外／にぷい黄橙色

内／浅黄橙色

徴砂粒含む

2 3 －22 I 遺構外 賓

土師器

15．6 頚 部 に細 い沈線 巡 る 外／にぷい橙色

内／にこxぷい黄橙色

微砂 粒含 む。 石英 ・

長石 を含 む。

2 3 －23 I 遺構外 襲 19．4 胴 部 内 面 はヘ ラ削 り、口 縁 部 に横 撫 外／淡黄橙色 微砂 粒含 む。 石英 ・

土師器 で痕 。 内／浅黄色 長石 を含 む。

2 3 －24 I 遺構外 聾

土師器

15．1 胴 部 内面 はヘ ラ削 り、頸 部 に強 い ナ

デ 痕。

外／にぷい橙色

内／にぷい黄橙色

微砂粒多い

2 3 －25 I 遺構外 襲

土師器

2 6．9 口縁は大 きく展 開 して外 反 。 外／浅黄橙色

内／淡黄色

微砂 粒多 い。 石英 ・

長石 ・角閃石 を含む。

2 3 －26 I 遣構外 嚢 （ロ縁部破片）

土師器

調 整 はナデ 灰白色 徴砂粒含 む

2 3 －27 I 遺構外 賓

土師器

19．8 外 面 はナデ、胴部 内面 は削り。 浅黄橙色 微砂粒多い

2 3 －28 I 遺構外 賓 （ロ緑部破片）

土師器

風 化の 為調 整不 明 外／にぷい橙色

内／にぷい黄橙色

密

23 －29 I 遺構外 襲 （口緑部破片）

土師器

厚 く短 い。ナデ調整 。 にぷい黄橙色 徴砂粒含む

24 －30 I 遺構外 高杯 （脚部破片）

土師器

外 面 ナデ 、内面 は削り。 浅黄橙色 徴砂粒含む

24 －3 1 I 遺構外 高年 （脚部破片） 内面 にシポリ痕 有 り 灰 白色 微砂粒含 む

ー102－



挿 図

番 号
調査 区 出土地点 種　　　 別

法量 （単位 ：cm ）
形態 ・調整 の特徴 色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

24 －3 2 I 遺構外 土 師器

高年 （接合部 ）

粘土 充填 外／ にぷい黄橙色

内／灰 白色

徴砂 粒 多い 。石英 ・

長石 を含 む。

24 －3 3 I 遺構外 土 師器

高杯 （脚端部）

風化 の為調 整不 明 にぷい橙色 微砂粒含 む

24 －3 4 I 遺構外 土 師器

竃

26 ．6 外面 はナデ 、内面 は削 り。 外／ にぷい橙色

内／ にぷい黄橙色

微砂粒含 む

24 －3 5 I 遺構外 土 師器

竃 （庇部）

庇部 張出 長4 cm 。ナデ調 整 。 外／浅黄色

内／ にぷい黄橙色

微砂 粒 多い 。石英 ・

長石 を含 む。

内面は黒色変

24 －3 6 I 遺構外 土 師器

竜 （庇部）

庇部 張 出長2 ．5cm 。体 部 と庇 部を接 合

する指 頭痕 有 り。

外／ にぷい橙色

内／ にぷ い黄橙色

微砂粒多い

24 －3 7 I 遺構外 土 師器

竃 （破片）

庇部 張 出長4 ．2cm にぷ い黄橙色 微砂粒含 む

24 －3 8 I 遺構外 土 師器

竃 （脚部破片）

4 1．0 脚部 端 に指 頭痕 、外 面 は縦 方 向の パ

ケ目、内 面は横方 向 の削 り。

浅黄橙色 微砂 粒含 む 。 まれ に

4 mm 大 を含む。

24 －3 9 I 遣構外 土 師器

竃

外面 はナデ 、内面 は削 り。 外／浅黄橙色

内／ にぷ い黄橙色

断／灰色

徴砂 粒 含む 。石英 ・

長石 を含 む。

24 －4 0 I 遺構外 土 師器

甑

30 ．8 外面 はナデ　　　　　　 噛 外／橙色

内／浅黄橙色

微砂粒含 む

24 －4 1 I 遣構外 土 師器

甑 （底部 ）

9．0 桟渡 しのための小 円孔 （孔径 0 ．7 cm ）

が確認 される。

浅黄橙色 微 砂粒 含 む。石英 ・

長石 を含 む

25 －4 2 I 遺構外 土 師器

恵

24 ．8 3 8．0 27．5 外 面 は縦 方 向の パケ目、内面 は横 方

向の粗 い削 り、底 部に指 頭庄 痕多 い。

外／黄褐色

内／灰黄色

耳部 にスス付着

26 －4 3 I 遺構外 土 師器

甑 （取手）

風化 の為調 整 不明 浅黄橙色 微砂粒含 む

26 －4 4 I 遺構外 土 師器

甑 （取手）

26 －4 5 I 遣構外 土 師器

甑 （取手）

牛角状 。指頭 痕有 り。 灰 白色 微砂粒含 む

26 －4 6 I 遣構外 土 師器

甑 （取手）

挿入接 合 浅黄色 徴砂粒含 む

26 －4 7 I 遺構外 土 師器

甑 （取手）

牛角 状。パケ目痕 灰 白色 微砂粒含 む

26 －53 I 遺構外 土 師器 竹管 文 （外 径 1 ．2 cm ・深 さ0 ．1 cm ）が 外／ にぷ い橙色 微砂 粒 含 む。石英 ・

賓 （胴部 ） 認められ る。ナデ調 整。 内／ にぷ い黄橙色 長石含 む。

26 －54 I 遺構外 土 師器 竹管 文 （径 1 cm 、深 さ0 ．1 5 cm ）が 確認 外／灰 白色 微 砂粒 含 む。石英 ・ －53 と同種

嚢 （胴部破片 ） される。 内／浅黄橙色 長石 を含 む。

26 －56 I 遺構外 土師器

器台 （脚部）

14．6 ミニ器 台 浅黄橙色 微砂粒含 む

2 7 －57 I 遺構外 備 前焼

揺 り鉢

26 ．8 外／褐色

内／ 暗赤褐色

断／灰色

密

3 1 －1 Ⅱ E S I O l 土師器

賓

1 9．0 口緑 端 部 わずか に内 へ 入 る。内面 は

削 り。

灰褐色 微 砂粒 多 い。石 英 ・

長石を含む。

3 1 －2 Ⅱ E S I O l 土師器

賓

1 5．0 外面 はナデ、内面 は削 り。 灰 白色 微砂粒 含む

3 1 －3 Ⅱ E S I O l 土師器

賓

13 ．5 ロ 緑 端 部 に平 坦面 。外 面 はナデ 、内

面 は削 り。

外／ にぷい黄橙色

内／ 浅黄橙色

微砂粒 含む

3 1 －4 Ⅱ E S I O l 土師器

嚢

16 ．1 口緑 端 部に平 坦面 。頚 部 以下 の外面

は4 cm 巾のパケ目、内面削 り。

浅黄橙色 微砂粒 含む

3 1 －5 Ⅱ E S I O l 土師器 16 ．5 外面 は15 ～ 16 条 のパケ目、内面 は削 り。 外／灰褐色 微 砂粒 多 い。石 英 ・ 一部 にスス付着

小 型短頸壷 丸底 。 内／灰黄褐色 長石を含 む。

3 1 －6 Ⅱ E S I O l 土師器

高杯 （杯 部）

10 ．8 1 1．6 外面 にパケ目 外／橙色

内／ にぷい橙色

密

3 1 －7 Ⅱ E S I O l 土師器

杯

18 ．8 口緑 端部 に平坦 面 外／ 浅黄橙色

内／灰 白色

徴砂粒 含む

3 1 －8 Ⅱ E S I O l 土師器

高年 （脚部）

14 ．0 11．5 内面 にしぼり目痕 橙色 微砂粒 含む

3 1 －9 Ⅱ E S I O l 土師器

高杯 （脚部）

11．0 橙色 微砂粒 含む

33 －1 Ⅲ E S B O 2 陶磁 器

皿 （底部）

5．5 青磁 皿 外 ／明オリーヴ灰色

断／灰 白色

しのぎ達弁文

36 －1 Ⅱ E P O 3 0 1 土師器

杯 （口緑 部）

16 ．5 口緑 端部 に段をつくる 赤色

断／灰 白色

微砂 粒含む 内面赤色塗彩
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挿 図

番 号
調査区 出土地点 種　　　 別

法量 （単位 ：cm ）
形態 ・調整の特徴 色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

38 －1 Ⅱ E S X O l 土 師器

杯

13 ．0 4 ．3 外面 に細いパ ケ目 断／灰 黄色 微 砂粒多い 内外面赤色塗彩。

一部 にスス付着。

38 －2 Ⅱ E S X O l 土 師器

杯 身

13 ．4 3 ．5 内／にぷい橙色 微砂粒含む 内外面赤色塗彩

38 －3 Ⅱ E S X O l 土 師器

高年

16 ．0 ゆるい段 をもつ 外 ／橙色

内／にぷい黄橙色

微 砂粒含む 赤色塗彩

38 －4 Ⅱ E S X O l 土 師器

甑

30 ．6 胴 部外 面 は縦 方 向 のパ ケ目。内面 は

削 り。

浅黄橙色 微 砂粒含む

38 －5 ⅢE S X O l 土 師器

襲 （甑 ？）

29 ．6 胴部 外 面は縦 方 向の 巾2cm のパ ケ目、

内面 は横方 向 の削り。

浅黄橙色 微砂粒 多い

38 －6 Ⅱ E S X O l 土 師器

鼓形器台

16．6 風化 の為 調整 不 明 浅黄橙色 微砂粒 含む

38 －7 ⅡE S X O l 土 師器

甑 （底部）

外面 はパケ目 外／褐灰色

内／灰 白色

徴砂粒 含む

38 －8 ⅡE S X O l 土 師器

甑 （取手）

ナデ調整 。指 頭痕 有 り。 にぷい橙色 微砂粒 含む

39 －1 ⅡE S K O l 古式土 師器

高年

21 ．2 杯底 部外 面 にパケ目。やや ゆるい段 を

もつ 。

外／橙色

内／ にぷい橙色

微砂粒 含む　 －

40 －1 ⅡE S K O 3 古式土 師器

小型丸底壷

1 1．4 外 面 とロ縁 内面 にパ ケ目、胴部 内面

は削り。

にぷい橙色 微砂粒 含む

40 －2 ⅢE S K O 3 古式土 師器

小形直 口壷

1 1．8 口緑 内面 に細いパケ目 外／ にぷい褐色

内／ にぷい橙色

微砂粒 含む 一部 にスス付着

40 －3 Ⅱ E S K O 3 古式土 師器

襲 （口緑部破片）

ナデ調整 外 ／暗灰 黄色

内／灰 黄褐色

微 砂粒 含む

40 －4 Ⅲ E S K O 3 土 師器

杯

1 1．0 断／にぷい黄橙色 微砂粒含む 内外面赤色塗彩

40 －5 Ⅱ E S K O 3 古式土 師器

手 づ くね土器

7 ．8 5 ．6 内外 面 に指 頭 痕とパケ目 外／にぷい黄橙色

内／にぷい橙色

’42 －1 Ⅲ E S K O 4 土 師器

聾

24 ．2 頚 部に強 いナデ痕。胴 部 内面 は削 り。 外／橙色

内／にぷい橙色

微砂粒多い

42 －2 Ⅲ E S K O 4 土 師器

鉢 （甑 ？）

26 ．8 風 化の為 調整 不 明 外 ／灰色

内／浅黄橙色

微砂粒多い

42 －3 Ⅱ E S K O 4 土 師器

楽

20 ．6 胴 部 は張らない。外 面 はナデ、内面 は

削 り。

外 ／にぷい赤褐色

内／にぷい褐色

微砂粒含む

42 －4 Ⅱ E S K O 4 須 恵器

杯 身 （口緑部破片）

調 整はナデ 灰色 密

43 －1 Ⅲ E S K O 5 土 師器

杯

12 ．8 4 ．0 下半 部外 面 にパ ケ目 断／浅黄橙色 微砂 粒含む 内外面赤色塗彩

43 －2 Ⅲ E S K O 5 土 師器

杯

13 ．2 5 ．1 口縁 端部 は丸くおさめる 外 ／浅黄橙色

内／にぷい黄橙色

微砂粒 含む 内外面赤色塗彩

43 －3 Ⅲ E S K O 5 土 師器

竃 （脚部 ）

内 面は横 方向 の削り

ぬ

外 ／浅黄橙色

内／にぷい橙色

微砂粒 多い 小形

43 －4 Ⅲ E S K O 5 弥生土器

（胴部破片 ）

凹線 を引 いた後 、刺突 文を入れ る。 灰白色 微 砂粒 含む

45 －1 Ⅱ E 土器溜 り 土器溜 り

婆

30 ．6 風化 の為 調整 不 明 浅黄橙 色 微砂粒 多い

45 －3 Ⅱ E S K O 6 須 恵器

杯蓋

12 ．8 3 ．9 天 井部 は削り。肩 部 に沈 線 。 灰色

46 －1 Ⅱ E S K O 8 土 師器

襲

14 ．0 やや短い複合 口緑。端 部は内側 に入る。 浅黄橙 色 徴砂 粒含む

46 －2 Ⅱ E S K O 8 古式 土師器

壷 （破片 ）

風化 の為 調整 不 明 灰 白色 微砂粒 含む 小形丸底壷 ？

46 －3 Ⅲ E S K O 8 古式土 師器

鼓形器 台

14．8 風化 の為 調整 不 明 灰色 微 砂粒 含 む。石 英 ・

長石を含む。

47 －1 Ⅱ E S K O 9 古式土 師器

賓

12 ．0 やや短 い複合 口縁 、稜 はダレている。 灰黄色 微砂粒 多い

49 －1 Ⅱ E S K l O 土 師器

杯

14 ．8 ナデ調整 橙色 密

49 －2 Ⅱ E S K l O 土 師器

杯 （底部 ）

6．8 回転 糸切 り 外／ にぷい黄橙色

内／ にぷい橙色

微砂粒 含む

49 －3 Ⅱ E S K l O 須 恵器

杯 蓋

15 ．3 ナデ調整 灰色 密

49 －4 Ⅱ E S K l O 弥生土器

婆

13 ．0 口縁 に3 条の 凹線。風 化の為調 整不 明。 外 ／にぷい黄橙色

内／にぷい褐 色

微砂 粒含む
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挿 図

番 号
調査 区 出土地点 種　　　 別

法量 （単位 ：cm ）

形態 ・調整 の特徴 色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　 考
口径 底径 器高

4 9 －5 ⅡE S K l O 土師器

竃 （脚部破片）

2 1．0 内面 は横 方 向の削 り 外／灰色

内／灰黄色

微砂粒含 む

50 －1 ⅡE S K l l 弥生土器 2 8．2 複 合 口縁 に4 条 の 凹 練 、頚 部 に刺 突 外／ にぷい橙色 微 砂粒含 む。石英 ・

襲 列 点 文。 内／浅黄色 長石 ・雲母 を含 む。

50 －2 Ⅲ E S K l l 弥生土器

鉢

19．0 風 化 の為調 整不 明 外／ にぷい橙色

内／ にぷい褐色

微砂粒含 む

5 0 －3 Ⅱ E S K l l 土師器

高杯 （脚部）

19 ．2 脚 部4 方に径 1．1cm の穿孔 灰黄色 微砂 粒含 む。 石英 ・

長石 ・雲母 を含 む。

5 0 －4 Ⅱ E S K l l 土師器

聾

2 7．0 短 頚で ロ緑 端 は平 坦 にぷい橙色 微砂粒含 む 一部 スス付着

50 －5 Ⅲ E S K l l 土師器

甑 （取手）

上 部に切 り込み を入れ る。一 部欠 損 。 にぷい橙色 微砂粒含む

53 － 1 Ⅱ E S K 1 4 土師器

嚢

1 6．5 胴 部 外 面 に荒 い パケ 目、内 面 はヘ ラ

削 り。

灰色 微砂粒含む 布留系

53 －2 Ⅱ E S K 1 4 土師器

賓

12 ．2 複 合 口縁。端部 に平坦 面 をつ くる。内

側 に沈 線状 の浅 溝有 り。

灰白色 微砂 粒含 む。石 英 ・

長石 ・雲母 を含む。

55 －1 Ⅱ E S D O 3 陶磁 器

碗

8 ．5 3．5 4 ．6 染付

悩

灰白色

55 －2 Ⅲ E S D O 3 弥生土器

・ニ土こr竺E

35 ．0 目線 に3 条 の 凹線 。外 面 はパ ケ目、内

面 はナデ。

にぷい黄橙 色 微 砂粒含む

55 －3 Ⅱ E S D O 3 瓦器 横方 向 の洗練 灰黄色 密 用途不明

56 －1 ⅡE S D O 7 弥生土器

小形賓

10 ．0 口縁 は2 条の凹 線 にぷ い黄橙色 微砂粒 多い

56 －2 ⅢE S D O 7 古式土師器

賓 （口縁部破片）

端部 内側 を引 き出 す。ナデ調 整。 外／橙色

内／浅黄橙色

微砂粒含 む

58 －1 ⅢE S D l O 土師器

璽

31．6 口縁 は大 きく外 反 する 外／ にぷい橙色

内／明赤褐色

微砂粒含 む

6 0 －1 Ⅱ E SD l l 弥生土器

賓

18．4 複 合 口縁 に、3 ～ 4 条の沈 線 。 外／ にぷい褐色

内／ にぷい橙色

微砂粒含 む

6 0 －2 Ⅲ E S D l l 弥生土器

賓

12．7 ロ緑 端部 やや拡 張。胴 部内面 はパケ目。 外／灰黄褐色

内／にぷい黄色

微砂粒多い

6 0 －3 Ⅱ E S D 1 2 弥生土器

棄 （口縁部）

2 9．0 口緑 に3 条 の凹線 。調 整はナデ。 外／明褐灰色

内／にぷい黄橙色

微砂 粒含 む。 石英 ・

長石含む。

6 0 －4 Ⅱ E S D 1 2 弥生土器

聾 （底部）

6 ．3 風 化 の為調 整不 明 浅黄橙色 微砂 粒含 む。 石英 ・

長石含 む。

6 0 －5 Ⅱ E S D 1 2 弥生土器

賓 （口縁部破片）

逆 L 字 口緑 。ナデ調 整。 外／にぷい赤褐色

内／明褐色

微砂粒多い

6 1 － 1 Ⅱ E 遣構外 須恵器

杯蓋

11．4 4．5 天 井 部 へラ削 り。肩 部 に2 条 の沈 線 、

口縁 内 部に洗 練。

灰色 密

6 1 －2 Ⅲ E 遺構外 須恵器

士不蓋

10．8 調 整 はナデ 灰色 密

6 1 －3 Ⅱ E 遺構外 須恵器

杯蓋 （口緑部破片）

口縁 内 側に浅 い沈線 灰色 密

6 1 －4 Ⅲ E 遺構外 須恵器

杯身

12 ．5 調 整はナデ 灰 白色 密

6 1 －5 H E 遺構外 須恵器

杯身

1 1．4 調 整はナデ 灰色 密

6 1 －6 Ⅱ E 遺構外 須恵器

杯 身

12 ．8 調 整はナデ 灰色 密

6 1 －7 Ⅱ E 逼構外 須 恵器

士不身

12 ．0 3 ．8 底部 は削 り。やや低 い器高 。 灰色 密

61 －8 ⅡE 遺構外 須恵器

高杯

17 ．8 調整 はナデ 灰色 密

61 －9 H E 遺構外 須恵器

高杯 （接合部）

切 り込 み透 か しが認 め られる。2 条 の

沈線 が巡 る。

灰 白色 密

61 －10 ⅡE 遣構外 土 師器

士不

1 1．9 上部 に 巾3 m m の洗 練 が巡 る。外 面 は

パケ目。

にぷ い黄橙色 徴砂粒含 む

61 －11 ⅢE 遺構外 土師器

杯

12 ．6 4．3 口緑端 部 はやや外 反 断／浅黄橙色 微砂粒含 む 赤色塗彩

61 －12 ⅡE 遥構外 土師器

楽

17 ．6 胴 部外 面 はパ ケ目、内 面は削 り。 外／灰黄色

内／ にぷい黄橙色

微砂粒含 む

61 －13 Ⅲ E 遣構外 土師器

襲 （口緑部破片）

外 面 にパケ目、内面 は削 り。口縁 端 に

平 相面 。

にぷい橙色 微砂粒含 む

－105－



挿 図

番 号
調査区 出土地点 種　　　 別

法量 （単位：cm ）
形態 ・調整の特徴 色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

61－14 ⅡE 遺構外 古式土師器

賓 （口綾部破片）

端部に平和面。ナデ。 灰黄色 微砂粒含む

61 －15 ⅡE 遺構外 土師器

鼓形器台 （破片）

外面はナデ、内面は削り 外／浅黄橙色

内／にぷい橙色

微砂粒含む。石英 ・

長石 ・雲母を含む。

61 －16 ⅡE 遺構外 土師器

高杯 （脚部）

18．3 外面に縦パケ目、内面に横パケ目。 にぷい橙色 微砂粒含む

61 －17 ⅢE 遺構外 土師器

高杯 （脚部）

11．0 3方に径約1cmの穿孔 浅黄橙色 密

61 －18 ⅡE 遺構外 土師器

高年 （脚部）

10．8 裾部は低く広がる。外面はナデ。 外／にぷい橙色

内／浅黄橙色

密

61 －19 ⅡE 遺構外 土師器

高杯 （脚部）

13．2 外面はパケ目、内面はナデ。 外／にぷい黄橙色

内／にぷい橙色

密

61 －20 H E 遺構外 土師器

高杯 （脚部）
9．0 風化の為調整不明 橙色 密

62 －21 ⅡE 遺構外 土師器
婆

24．4 胴部は直線的に下がる。外面はナデ、

内面は削り

にぷい黄橙色 密

62 －22 ⅢE 遺構外 土師器

賓 （口緑部破片）

外面はナデ、内面は横方向の削り。 外／灰色

内／にぷい橙色

微砂粒含む 甑か？

62 －23 ⅢE 遣構外 土師器

賓

27．2 やや厚く短いロ緑 外／灰色

内／橙色

徴砂粒多い

62 －24 ⅢE 遣構外 土師器

鉢 （口縁部破片）

逆L字状口縁 外／浅黄橙色

内／灰白色

微砂粒含む

62－25 ⅡE 遺構外 土師器

甑 （取手）

牛角状。風化の為調整不明。 浅黄橙色 微砂粒含む

62 －26 ⅡE 遺構外 土師器

竃 （耳部）

ナデ調整 外／にぷい黄橙色

内／にぷい橙色

微砂粒多い

62 －27 ⅡE 遺構外 土師器

甑 （底部破片）

端部は平坦。内面は横削り。 にぷい黄橙色 微砂粒含む

62 －28 ⅡE 遺構外 土師器

竃 （脚部破片）

外面はパケ目、内面は横方向の削り。 にぷい黄橙色 密

65 －1 ⅡW S I O l 須恵器

杯身（ロ緑部破片）

ナデ調整 灰色 微砂粒含む

65 －2 ⅡW S I O l 土師器

高杯 （口緑部破片）

風化の為調整不明 外／浅黄橙色

内／灰白色

徴砂粒含む

65 －3 ⅡW S I O l 土師器

賓

胴部に10～12条の厚体による横方向

のパケ目

外／にぷい黄橙色

内／灰白色

密

68 －1 ⅡW S B O 3 須恵器

杯身

9．6 ナデ調整 外／灰色

内／灰白色

密

68 －2 ⅡW S B O 3 須恵器

杯身 （口縁部破片）

ナデ調整 灰色 密

70 －1 ⅡW S B O 4 須恵器

ま不身

9．0 小形。ナデ調整。
命

灰色 密

70 －2 ⅡW S B O 4 須恵器

杯身 （ロ綾部破片）

ナデ調整 灰色 密

70 －3 ⅢW S B O 4 ・須恵器

杯 （ロ緑破片）

ナデ調整 灰色 密

70 －4 ⅢW S B O 4 須恵器

杯蓋

14．0 肩部に2 条の沈線、口緑 内面に浅い

沈線。

灰色 密

70 －5 ⅡW S B O 4 須恵器

高杯 （口緑部破片）

ナデ調整 にぷい褐色 密

70 －6 ⅡW S B O 4 須恵器

盤

36．0 口縁部内側に小さな段をつくる にぷい橙色 密

70 －7 ⅡW S B O 4 土師器

賓 （口緑部破片）

口緑はくの字状に開く。端部に平坦面

が認められる。

内／にぷい橙色

外／橙色

微砂粒多い

70 －8 ⅡW S B O 4 土師器
襲 （ロ綾部破片）

口緑が大きく外反する 内／灰白色

外／にぷい黄橙色

微砂粒多い

70 －9 ⅡW S B O 4 土師器

嚢 （口緑部破片）

目線は外反し、端部に平坦面。 内／灰白色 微砂粒多い

70 …10 ⅢW S B O 4 土師器

高年 （脚部）

3方に径7mmの透穴 浅黄橙色 微砂粒含む

71－1 ⅡW S B O 5 土師器

高杯

外面に縦方向のパケ目 内／褐灰色 微砂粒多い 赤色塗彩

72 －1 ⅡW S B O 6 須恵器

高杯 （ロ緑部）
16．6 ナデ調整 灰色 密
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番 号
調査 区 出土 地点 種　　　 別

法量 （単位 ：cm ）

形態 ・調整の特徴 色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　 考
口径 底径 器高

79 －1 ⅡW S X O l 古式土師器

小形壷

8 ．6 風 化 の為調 整不 明 外／褐灰色

内／にぷい褐色

密

79 －2 ⅡW S X O l 古式土師器

襲

14．5 口緑 端 部 に4 、さな洗 練 。頚 部 以 下 に

はパ ケ目。内面 は削 り。

外／褐灰色

内／にぷい橙色

徴砂粒含 む

79 －3 ⅡW S X O l 古式土師器

賓

13．5 複 合 口縁 。端部 は平坦 面 。 外／浅黄橙色

内／灰黄褐色

徴砂粒多い

79 －4 ⅡW S X O l 古式土師器

賓

14．4 複 合 口緑 。端部 に平坦 面。 外／にぷい黄橙色

内／明褐灰色

徴砂粒含む

79 －5 ⅡW S X O l 古式土師器

聾

13．8 複 合 口緑 。肩 部 内側 に巾 2 mm の沈 線

が 1 条巡 る。

にぷい黄橙色 微砂粒含む

79 －6 ⅡW S X O l 古式土師器

棄 （破片）

風 化 の為調 整不 明 外／淡黄色

内／灰白色

徴砂粒多い

79 －7 ⅡW S X O l 古式土師器

棄

2 4．0 複 合 口緑で端 部が外 へ 突 出する 灰 白色 微砂粒含む

79 －8 ⅡW S X O l 古式土師器

聾

13．2 19．2 口緑端 部 は内側 へ屈 曲。胴 部外 面 は

パ ケ目、肩部 に刺 突文 が 2 点 。胴 部 は

ほぼ球 形 。

灰黄色 微砂 粒含 む。石 英 ・

長石 を含む。

布留系

79 －9 ⅡW S X O l 古式土師器

高杯

15．9 10 ．4 11．8 接 合 部外 面はパケ目。円盤 充填 による

接 合 。　　　　　　　　　 悩

浅黄橙色 微砂粒含む

8 1 －1 ⅡW 土器溜 り 土師器

襲

2 4．0 逆 ハの字 状 口縁 灰白色 微砂粒含 む

8 1 －2 ⅡW 土器溜 り 土師器

襲

2 1．4 逆 ハの字 状 口緑 外／浅黄橙色

内／灰白色

徴砂粒含 む

8 1 －3 ⅡW 土器溜 り 土師器

甑 （？）

19．4 ロ緑はくの字 状 にひらく 外／灰白色

内／明褐灰色

微砂粒含 む

8 1 －4ノ ⅡW 土器溜 り 須恵器

杯 （口緑部）

15．0 ナデ調 整 灰白色 密

8 1 － 5 ⅡW 土器溜 り 土師器

襲 （口綾部破片）

口緑 は外 反し、胴部 は張らない。 外 ／にぷい橙色

内／にぷい黄橙色

微砂粒含む

8 1 －6 ⅡW 土器溜 り 土師器

鉢 ？ （口緑部破片）

灰 白色 微 砂粒含む

8 1 －7 ⅡW 土器溜 り 土師器

竃 （脚部破片）

端 部外 面 に削 り痕 にぷい橙 色 微砂粒 多い

8 1 －8 ⅡW 土器溜 り 土師器

竃 （脚部破片）

内面 に斜 め方 向の削 り 外／にぷい橙色

内／にぷい黄橙色

徴砂 粒多い

8 1 －9 ⅡW 土器溜 り 土師器

竃 （胴庇部破片）

胴 部 外 面 は縦 方 向 のパ ケ目、庇 部 に

は指 頭庄 痕 。

橙色 微砂粒多い

8 2 －1 ⅡW S K O 3 土師器

確
瓦

14．6 胴 部 内面 は削 り 外／灰褐色

内／にぷい黄橙色

微砂粒多い

8 3 －1 ⅡW S K O 5 須恵器

杯 （ロ縁部破片）

にぷい橙色 微砂粒含む

86 －1 ⅡW S D O 7 須恵器

高杯 （脚部）

10 ．0 切 り込 み透か し痕 灰色 密

86 －2 ⅡW S D O 7 土師器

竃 （脚部破片）

外 面 はナデ 、内面 は横 方 向の 削り。 外／橙色

内／にぷい橙色

徴砂粒多い

86 －3 ⅡW S D O 8 土師器

竃

29 ．0 外 面 ナデ 、内面 ナデ。 橙色 微砂粒含む

92 －1 ⅡW S D 1 3 弥生土器

賓 （口緑部破片）

ゆるく外反 する。ナデ調 整 。 にぷい赤褐色 微砂粒含む

92 －2 ⅡW S D 1 3 弥生土器

鉢 （ロ緑部破片）

わず かに外 反 し、端 部を丸くおさめる 外／にぷい赤褐色

内／橙色

3 mm 以下の砂粒多い

9 2 －3 ⅡW S D 1 3 弥生土器

壷 （胴部破片）

凸部 の下にへラ措重 弧文 にぷい黄色 微砂 粒多 い。 石英 ・

長石 ・雲母 を含む。

9 2 －4 ⅡW S D 1 3 弥生土器

壷 （胴部破片）

外 面 に重 弧文 の痕跡 外／黄褐色

内／にぷい黄色

微砂粒 多 い。石 英 ・

長石 を含む。

9 2 －5 ⅡW S D 1 3 弥生土器

襲

2 3．0 ロ緑 はくの字 状にひらく。ナデ調 整。 外／オ リーブ黒色

内／黄灰色

微砂 粒多 い。石 英 ・

長石 を含む。

9 2 －6 ⅡW S D 1 3 弥生土器 2 0．0 短 くくの字 状 に外 反 する。口縁 上 面 に 外／にぷい黄橙色 微砂 粒多 い。 石英 ・

短頸壷 刺 突文 を巡 らす。 内／浅黄色 長石 ・雲母 を含む。

9 2 －7 ⅡW S D 1 3 縄文土器

鉢 （ロ緑部破片）

外 面 に山形沈 線文 外／黒褐色

内／灰黄褐色

やや租。微砂粒多い 滋賀里 I 併行

9 2 －8 ⅡW S D 1 3 縄文土器

鉢 （口縁部破片）

風 化の為 調 整不 明 灰褐色 やや租。微砂粒多い

9 2 －9 ⅢW S D 1 3 弥生土器

賓 （口緑部破片）

ゆるく外 反 し、端 部は丸 くおさめる。 外／にぷい褐色

内／にぷい橙色

微砂粒含む
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番 号
調査区 出土地点 種　　　 別

法量 （単位 ：cm ）

形態 ・調整の特徴 色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　 考
口径 底径 器高

9 2 －10 ⅢW S D 1 3 弥生土器

聾 （口縁部破片）

ゆるく外 反 し、端 部は四 角。ナデ調 整 。 浅黄色 微砂 粒含 む。 石英 ・

長石 を含 む。

9 2 －1 1 ⅢW S D 1 3 弥生土器 短 くくの字 状 に外 反す る。端 部 は丸 く 外／ にぷい橙色 3 m m 以下 の砂粒 を含

短頸壷 （口緑部破片） おさめる。 内／黒褐色 む。

9 2 －12 ⅡW S D 1 3 弥生土器

鉢 （？）

1 4．0 ハ の字 状 にひ らき、端 部 は丸 くおさめ

る。

外／灰黄色

内／ にぷい黄橙色

微砂粒含 む

9 2 －13 ⅢW S D 1 3 弥生土器

壷 （口緑部）

19．6 ナデ調 整 外／黄褐色

内／灰黄褐色

徴砂粒含 む

9 2 －14 ⅢW S D 1 3 弥生土器

嚢 （口縁部破片）

4 条 の凹線 灰褐色 微砂粒含 む

9 2 －15 ⅡW S D 1 3 弥生土器

襲 （口縁部破片）

2 条 の 凹線 。端 部 はわず か に上 方 に

張 り出 す 。外 面 はナデ 、内 面 は パ ケ

目。

外／ にぷい褐色

内／灰褐色

微砂粒含 む

9 2 －16 ⅡW S D 1 3 弥生土器

賓

18．8 口緑部 に2 条 の凹 線 。外面 はナデ 、内

面 は削り。

外／褐色

内／ にぷい褐色

微砂粒多 い

9 2 －17 ⅡW S D 1 3 弥生土器

賓

19．4 口縁部 に3 条 の凹 線 。外面 はナデ 、内

面 は削り。

外／ にぷい橙色

内／浅黄色

微砂粒含 む

9 2 －18 ⅢW S D 1 3 弥生土器

婆

2 1．8 口緑 に3 条 の凹 線。外 面 は横パ ケ目に

1 cm 長 さの 剣 突 文 、内面 は頚 部 やや

下 から削 り。

にぷい橙色 徴砂粒多 い

9 2 －19 ⅡW S D 1 3 弥生土器

婆

14．2 拡 張 した口 緑 に4 条 の 凹線 。頚 部 以

下 内面 は削 り。

オリー ヴ黒色 微砂粒含 む

9 3 － 1 ⅡW S K O 8 縄文土器

鉢 （口縁部破片）

巾 8 cm の 突帯 に刻 目を入 れ る。ナ デ

調 整 。

外／ にぷい褐色

内／ にぷい橙色

微砂粒多 い

93 －2 ⅢW S K O 8 弥生土器

聾

頸部 下に段 をもつ 。胴 部はやや張 る。 外／ オリーヴ黒色

内／ にぷ い橙色

3 m m 以 下の砂粒 を含

む。

93 －3 ⅡW S K O 8 弥生土器 2 5 ．6 目線 は外 反 して ひらく。頚 部に 1 条 の 外／ にぷ い黄橙色 3 mm 以下の砂粒 を含 む。

賓 沈線 を施 す。 内／浅黄色 石英 ・長 石を含む。

93 －4 ⅡW S K O 8 弥生土器

嚢 （口縁部破片）

逆L 字状 口縁 の下 に指 頭庄 痕文 の突

帯を付 ける

にぷ い橙色 微砂粒 多い 山陽系

93 －5 ⅢW S K O 8 弥生土器 20 ．4 達し字状 口縁 の下 に櫛 状 工具 による6 外／ にぷい黄橙色 3 mm 以 下の砂粒 を含

襲 条以 上の洗 練 内／ にぷい橙色 む。

93 －6 ⅢW S K O 8 弥生土器 18 ．0 逆 L 字状 口緑 の端 部 に刻 目、頚 部 以 外／ 暗赤褐色 3 mm 以 下の砂粒 を含 山陽系

賓 下に櫛状 工 具による沈 線。 内／ にぷい赤褐色 む。

94 －1 ⅢW S K O 9 縄文土器

鉢

口縁端 に2 本 の凹線 を施 す にぷ い黄色 微 砂粒 多 い。石 英 ・

長石 ・雲母を含む。

一部黒変

94 －2 ⅡW S K O 9 縄文土器

鉢 （ロ緑部破片）

ロ縁 端 部 内 側 に2 条 の 凹 線 、外 側 に

小 さな段を施 す 。

外／黒色

内 ・断／黒褐色

徴砂粒 多い

94 －3 ⅡW S K O 9 縄文土器

鉢 （ロ縁部破片）

口緑 端 部や や下 に突帯 文 を施す 。刻

目はない 。

にぷ い黄橙色 微砂粒 多い

94 －4 ⅡW S K O 9 縄文土器

鉢 （ロ縁部破片）

端部 に突 帯 を付 けへ ラ状 工 具 で刻 目

を施 す。

にぷ い黄橙色 微砂粒 含む

94 －5 ⅡW S K O 9 弥生土器

婆 （口緑部破片）

くの 字状 に遍 曲す る口縁 端 部 に刻 目

を施 す

灰褐色 微砂粒含 む

94 －6 ⅡW S K O 9 弥生土器

棄 （ロ緑部破片）

口緑端 部 に刻 目を施す 外／橙色

内／ にぷい褐色

微砂粒 含む

94 －7 ⅢW S K O 9 弥生土器

鉢

12 ．1 4、形 で日経 はゆるく外反 する 外／ にぷい赤褐色

内／ 暗赤褐色

微砂粒 多い

94 －8 ⅡW S K O 9 弥生土器

壷 （ロ縁部破片）

外面 はやや粗い ナデ 、内面 はミガキ。 外／灰黄褐色

内／黒色

断／灰黄色

微砂粒 多い

94 －9 ⅡW S K O 9 弥生土器 24 ．0 ロ緑 外 面 に指頭 庄 痕 、頚 部 に強 いナ 外／ にぷい橙色 4 mm 以下の砂粒 を含 む。

婆 デ痕 。 内／褐色 石英 ・長石を含む。

94 －10 ⅡW S K O 9 弥生土器

蓋

10 ．0 外面 はナデ、内 面は削 りの後ナデ 。 外／ にぷい黄橙色

内／灰黄色

微 砂粒 含 む。石 英 ・

長石を含む。

94 －11 ⅡW S K O 9 縄文土器

鉢 （底部 ）

8．8 月占付 高台 状 になる にぷい黄橙色 微砂粒 多い

95 1 1 ⅢW S K l O 弥生土器

婆 （ロ縁部破片）

ゆるく外 反し、端部 が丸 く肥厚 する。 灰 白色 微砂粒 含む

9 5 －2 ⅡW S K l O 弥 生土器

賓 （ロ縁部破片）

端部 がやや丸 く肥厚 する 灰黄色 3 m m 以下の砂 粒多い。

石英 ・長石を含む。

9 5 －3 ⅢW S K l O 弥 生土 器

賓 （口縁部破片）

口緑 はゆるく外 反 外 ／黄灰色

内／灰 黄色

微 砂粒多い

9 5 －4 ⅢW S K l O 弥生土器

婆 （口縁部破片）

目線 はゆるく外 反 外 ／にぷい橙色

内／にぷい黄橙 色

微砂粒多い
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挿 図

番 号
調査区 出土地点 種　　　 別

法量 （単位 ：cm ）

形 態 ・調 整の特徴 色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　 考
口径 底径 器高

95 －5 ⅡW S K l O 弥生土器

婆 （口緑部破片）

口縁 はゆるく外 反 し、端 部 は丸 くおさ

める。

浅黄橙色 微砂粒 多い

95 －6 ⅢW S K l O 弥生土器

壷 （底部 ）

8．0 内外 ともパケ目と思われ る 外／ にぷい黄橙色

内／黒色

微 砂粒 多 い。石 英 ・

長石を含む。

96 －1 ⅡW 遣構外 須恵器

杯蓋

12 ．6 ナデ調整 。ロ緑 はγ3 類。 灰 白色 密

96 －2 ⅡW 遺構外 須恵器

杯蓋

12 ．2 ナデ調整 。肩 部 にはナデによる段 が認

められる。

灰色

断／灰 白色

密

96 －3 ⅡW 遺構外 須恵器

杯蓋

12 ．2 ナデ調 整 。口緑 はγ3 類。 灰 白色 密

96 －4 ⅡW 遺構外 須恵器

杯蓋

11 ．4 ナデ調 整 灰色 密

96 －5 ⅡW 遺構外 須恵器

杯蓋

ナデ調 整 。擬宝 珠状 のつ まみ。 灰 白色 密

96 －6 ⅡW 遣構外 須恵器

杯蓋

天井 部 は 削 りの後 ナデ 。扁平 な輪 状

つまみ。

灰色 密

96 －7 ⅡW 遺構外 須恵器

蓋

2 1．2 端 部 内側 に洗練

憶

灰 白色 密

96 －8 ⅡW 遺構外 須恵器

杯身

14．0 2．7 底 部 はへ ラ切 り、胴 部か ら口端 にナデ。 灰色

断／灰 白色

密

96 －9 ⅡW 遺構外 須恵器

杯

12．4 ナデ調 整 灰色

96 －10 ⅡW 遺構外 須恵器

杯身

10．6 ナデ調 整 灰色 密

96 －1 1 ⅡW 遺構外 須恵器

杯身

10．7 底 部 ～胴 部 は削 りの後 ナデ 灰色 密

9 6 －12 ⅡW 遣構外 須恵器

杯身

9．2 ナデ調 整 灰色 密

9 6 －13 ⅡW 道構外 須恵器

士不身

10．6 ナデ調 整 灰白色 密

9 6 －14 ⅡW 還構外 須恵器

杯 （底部）

6 ．4 高 台はやや外 に張る にぷい橙色 やや密 高台付

9 6 －15 ⅡW 遺構外 須恵器

壷 （底部）

9 ．7 貼 付高 台 灰色

断／灰白色

密 高台付

9 6 －16 ⅢW 遺構外 須恵器

杯 （底部）

8 ．2 内 面に暗 文風 の痕有 り 灰色 密 高台付

9 6 －17 ⅢW 逼構外 須恵器

杯 （底部）

6 ．3 貼 付高 台 灰色 密 高台付

9 6 －18 H W 遺構外 須恵器

杯 （底部）

9 ．0 削 りだし高 台 外／灰色

内／灰 白色

密 高台付

9 6 －19 ⅡW 遺構外 須恵器

杯 （底部）

8 ．6 回転糸 切 り、無調 整 。 灰色 密

9 6 －20 ⅡW 道構外 須恵器

杯

13．6 口緑 端 部が段 状 に外 反 灰色 密

9 6 －2 1 ⅢW 遺構外 須恵器

高杯

17．6 ロ端 部 はやや外反 にぷい褐色

断／灰色

密

9 6 －22 ⅡW 遺構外 須恵器

高年 （脚部）

8 ．8 透 かしが穿 たれている 灰白色

断／明褐灰色

密

9 6 －23 ⅡW 遣構外 須恵器

高杯 （脚部）

11．6 張 り出 した端 部 に凹線 灰 白色 密

96 －24 ⅡW 遺構外 須恵器

高年 （脚部）

13．6 端 部 を丸 くおさめ る。透か し切 れ込 み

が認 められる。

灰 白色 密

97 －25 ⅡW 遺構外 須恵器

賓

2 1．6 端部 に弱 い段 をつける 外 ／にぷい黄橙 色

内／灰 白色

密

97 －26 ⅡW 遺構外 須 恵器

提瓶 （口緑 部）

1 7．6 ナデ調整 灰色 密

97 －2 7 ⅡW 遺構外 須 恵器

聾 （口縁部破片）

外面 に波状 文 を入れ る、内面 はナデ。 外 ／灰褐色

内／褐灰色

密

97 －2 8 ⅡW 遺構外 須 恵器

施

頸 部 に5 条 の 洗 練 、胴 部 の 洗練 間に

刺突 文 を施す 。

外 ／にぷい黄橙 色

内／灰 白色

密

97 －2 9 ⅡW 遺構外 土 師器

賓

23 ．6 調整 はナデ にぷい橙色 徴 砂粒含む

97 －2 9 ⅡW 遺構外 土 師器

聾

17 ．2 口緑 は逆ハの 字状 に外 反 外 ／にぷい橙 色

内／灰褐色

微 砂粒多い
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挿 図

番 号
調査区 出土地点 種　　　 別

法量 （単位：cm ）
形態 ・調整の特徴 色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

97 －31 ⅡW 遺構外 土師器

聾

18．2 口緑は短く外反 外／にぷい橙色

内／灰褐色

微砂粒多い

97 －32 ⅡW 遺構外 土師器

高年
17．2 口端部は外反する 外／にぷい黄橙色

内／にぷい橙色

微砂粒多い

97 －33 ⅡW 遺構外 土師器

高年 （口緑部）

ロ緑はゆるく外反する 外／にぷい黄橙色

内／浅黄橙色

微砂粒含む 赤色塗彩

97 －34 ⅡW 遺構外 土師器
杯

12．8 3．4 内面はナデ 外／浅黄橙色

内／橙色

微砂粒多い 赤色塗彩

97 －35 ⅡW 遺構外 土師器

高杯 （接合部）

外面は縦方向のパケ目 赤褐色 微砂粒含む 赤色塗彩

97 －36 ⅡW 遺構外 土師器

竃 （耳部分）

ナデ調整 橙色 微砂粒多い

97 －37 ⅡW 遺構外 土師器

竃 （脚部破片）

外面はナデ、内面は削り。 灰白色 微砂粒多い

97 －38 ⅡW 遺構外 土師器

竃 （脚部破片）

内面削り にぷい橙色 微砂粒多い

97－39 ⅡW 遺構外 瓦器

不明

洗練が4条 灰色 密

98 －40 ⅢW 遺構外 土師器

甑 （取手）

ナデ調整、指頭庄痕。 浅黄褐色 徴砂粒多い

98－41 H W 遣構外 土師器

甑 （取手）

牛角状。ナデ調整、内面に削り。 外／にぷい橙色

内／灰白色

微砂粒多い

98－42 ⅡW 遺構外 土師器

甑 （取手）

ナデ調整 外／にぷい黄橙色

内／にぷい黄褐色

微砂粒含む

ー110－



出土遺物観察表（土製品）
挿 図

番 号
調査 区 出 土 地 点 種　　　 別

法　 量 （単 位 ：c m 、 g）

色　　　 調 胎　　　　 土 備　　　　　　　 考
長 巾 高 底 径 断面径 孔 径 重 量

1 0 －1 I S X O l 土 製 品

人形

4 ．2 3．0 浅 黄 橙 色 土 製 天 神 人 形 。 頭 部 欠 損 に よ り胴 部

の み 残 存 （法 量 は 残 存 部 高 ） 。

2 6 －4 9 I 遺 構外 土 製 品

管 状 土 錘

6 ．0 1．9 0 ．4 2 1．0 灰 白色 微 砂 粒 含 む

2 6 －5 0 I 遺 構外 土 製 品

管 状 土 錘

6 ．0 2．1 0 ．4 2 5．0 浅 黄 色 微 砂 粒 多 い 。 石

英 ・長 石 を 含 む 。

一 部 欠 損

2 6 －5 1 I 遺 構外 土 製 品

管 状 土 錘

4 ．5

5 ．0

1．6

1．8

0 ．7

0 ．8

9．5 灰 白色 微 砂 粒 含 む 一 部 欠 損

2 6 －5 2 I 遣 構外 土 製 品

支 脚 （受 部 ）

にぷ い黄 橙 色 徴 砂 粒 多 い 指 頭 痕 有 。 全 面 ナ デ 調 整 。

2 6 －5 5 I 遺構 外 土 製 品

埴 輪 （破 片 ）

外 ／ にぷ い橙 色

内 ／ 褐 色

断 ／ 黄 灰 色

微 砂 粒 多 い タ ガ 突 出 長0 ．9 cm。 風 化 の 為 調 整 不 明 。

5 0 －6 ⅡE S K l l 土 製 品

管 状 土 錘

3 ．8 0 ．5 灰 白色 微 砂 粒 含 む

5 0 －7 ⅡE S K l l 土 製 品

管 状 土 錘

0 ．5 灰 黄 色 微 砂 粒 含 む 一 部 欠損

6 2 －2 9 ⅡE 遺 構 外 土 製 品

埴 輪 （破 片 ）

橙 色

断 ／ 灰 白色

微 砂 粒 含 む 埴 輪 タ ガ 部 突 出 1．4 cm。 外 面 は パ ケ 目。

2 次 焼 成 。

8 1 －1 0 ⅡW 土 器 溜 り 土 製 品

支 脚

浅 黄 橙 色 中 央 に 深 さ3 cm の穿 孔 有 り

8 6 －4 ⅡW S D O 8 土 製 品

土 錘

3．7 3．0 0 ．9 3 2．0 浅 黄 橙 色 微 砂 粒 含 む

9 8 －4 3 ⅡW 遺 構 外 土 製 品

支 脚

1 4．5 1 1 ．6 にぷ い 橙 色 徴 砂 粒 多 い 中央 部 に径 1．8 cm ・深 さ4．8 cmの 穴 を穿

つ

9 8 －4 4 ⅡW 遺 構 外 土 製 品

支 脚

橙 色 微 砂 粒 多 い 2 肢 。 中央 に径 1．6 cm ・深 さ3．2 cmの 穴

を穿 つ 。

9 8 －4 5 ⅡW 遺 構 外 土 製 品

支 脚

1 1 ．8 外 ／ にぷ い 橙 色

内 ／ 黒 褐 色

徴 砂 粒 多 い 内 面 は削 り

9 8 －4 6 ⅡW 遺 構 外 土 製 品

支 脚 （脚 部 ）

9．8 にぷ い 黄 橙 色 微 砂 粒 多 い ナ デ調 整

出土遺物観察表（石器）
挿 図

番 号
調 査 区 出土 地 点 種　　　 別 材　　　 質

法　 量 （単 位 ：cm 、 g）

備　　　　　　　 考

最 大長 最大 幅 最大厚 外 径 孔 径 重 量

2 6 －4 8 I 遺 構 外 石 器

紡 錘 車

砂 岩 5 ．2 0．7 2 4．0 底 面 に星 形 の 沈 線 を入 れ る。 灰 白色 。

4 5 －2 ⅡE 土 器 溜 り 石 器

砥 石

6 ．4 4．6 3．5 1 8 9．0 6 面 に使 用 痕 、灰 白色 。

4 9 －6 ⅢE S K l O 石 器

砥 石

砂 岩 3 1．0 3 面 に使 用 痕

6 2 －3 0 ⅡE 遺 構 外 石 器

紡 錘 車

砂 岩 4 ．4 1 9．0 灰 白色

6 2 －3 1 ⅡE 遺 構 外 石 器

砥 石

砂 岩 1．7 材 質 の き め は細 か い。 4 両 に使 用 痕 。 灰 白色 。

7 7 －1 ⅡW P O 2 0 2 石 器

砥 石

2．5 8 7．0 珪 化 木 を砥 石 と して 使 用 。 灰 白色 。

8 8 －1 1 ⅡW 土 器 溜 り 石 器

磨 石

1 6 ．0 5．4 7 2 0．0

8 9 －1 ⅡW S D l l 石 器

刃 器 ？

1 0．0 1．5 2 4 0 ．0

9 8 －4 7 ⅡW 遺 構 外 石 器

砥 石

砂 岩 5．9 4 ．6 3 6 5 ．0 6 両 に使 用 痕 6 面 に使 用 痕 、 灰 白色 。

9 8 －4 8 ⅡW 遣 構 外 石 器

砥 石

砂 岩 4．0 2 ．0 7 0 ．0 3 面 に使 用 痕

出土遺物観察表（木製品）
挿 図

番 号
調査区 出土地点 種　　　 別 遣存状況

法　 量 （単位 ：cm 、g）
備　　　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚 重　 量

2 7 －58 I 遣構外 木製品

ゲ タ

一部欠損 20 ．5 7 ．9 2 ．3 近世後半以降。差 し歯式。右足用か ？
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I区（東上から）

I E区（上から）

－1－



IW区（上から）



I区　SEOl遺物出土状況（東から）

I区　SEOl（東から）

－3－



－4－

I区　SBOl（南から）

I区　SBO2（南から）

I区　SBO3（南から）


